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第１回 

食料・農業・農村政策審議会畜産部会 

 

         日時：令和４年11月７日（月）14：00～17：30 

         会場：農林水産省 第２特別会議室(web併催) 

 

 

議 事 次 第 

 

 １．開会 

 

 ２．挨拶 

 

 ３．関連資料説明 

 

 ４．意見交換 

 

 ５．閉会 

 

【配布資料一覧】 

 資料１     議事次第 

 資料２     委員名簿 

 資料３     畜産・酪農をめぐる情勢 

 資料４     鶏卵生産者経営安定対策事業における安定基準価格の算定方法の見直

しについて 

 参考資料    持続可能な畜産物生産に向けた取組状況 

         （令和４年10月末時点） 
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午後２時００分 開会 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 それでは、定刻になりましたので、ただいまから令和４年度第１回食料・農業・農村

政策審議会畜産部会を開催いたします。委員の皆様におかれましては、御多忙の中にも

かかわらず御出席を賜り、ありがとうございます。 

 私は、当部会の事務局を担当しております畜産局総務課畜産総合推進室の眞壁と申し

ます。よろしくお願いします。 

 それでは、ここからは部会長に議事進行をお願いしたく思います。三輪部会長、よろ

しくお願いいたします。 

 

○三輪部会長 

 皆さんこんにちは、部会長の三輪でございます。本日もお忙しい中お集まりいただき

まして、ありがとうございます。また、リモートで御参加の先生方も、御参集いただき

ましてありがとうございます。 

 それでは、本日でございますが、渡邉畜産局長に御出席いただいておりますので、冒

頭御挨拶をいただければと思います。お願いいたします。 

 

○渡邉畜産局長 

 畜産局長の渡邉でございます。畜産部会の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上

げます。 

 まず、本日御出席の委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中ありがとうござ

います。また、平素より農林水産行政、畜産行政の推進に当たりまして格段の御理解と

御協力をいただき、深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 我が国の畜産をめぐる情勢でございますが、現下の円安の進行、あるいはウクライナ

へのロシアの侵攻といった影響で輸入穀物ですとか燃料の調達コストなども上昇してお

りまして、農林水産業はもちろん、関連産業においてもその影響が強く出ているという

状況です。 

 畜産業におきましては、飼料価格の高騰を背景に、農家が厳しい経営状況にあるとい

うことで、令和３年度補正ですとか、本年４月の原油価格・物価高騰等総合緊急対策に

よって支援をしてまいりましたし、特に異常補塡基金の積み増しについては、令和３年
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度補正予算で230億、４月の総合緊急対策で435億、合計665億円ということで措置をい

たしております。 

 これらに加えまして、９月20日の予備費の閣議決定で予備費を活用して更なる対策と

いうことで、本年第３四半期を対象に生産コストの削減、あるいは飼料自給率の向上に

取り組む生産者に対して、配合飼料価格安定制度による補塡金とは別に補塡金を交付す

る緊急特別対策、また購入粗飼料などの高騰の影響を受けて生産コストが上昇している

酪農については、国産粗飼料の利用拡大などに取り組む生産者に対して補塡金を交付す

る国産粗飼料利用拡大の緊急酪農対策ということで、合わせて504億円を措置いたして

おります。 

 このような対策だけではなくて、食料安全保障の観点から、国産飼料の生産・流通体

制の構築、飼料自給率の一層の向上というための検討を行う必要があると考えておりま

す。 

 中長期的には、やはり輸入飼料への過度な依存からは脱却をして、国内の飼料生産基

盤に立脚をした足腰の強い生産に転換することが重要であるということで、水田を活用

した飼料用トウモロコシの生産拡大ですとか、国産稲わらの確保といったような取組を

推進していきたいと思っております。 

 また、海外に依存している化学肥料原料ですけれども、これを国内資源である家畜排

せつ物由来の堆肥などに置き換えていくということも一層強く求められておりますので、

耕畜連携を更に進めていくことも重要と考えております。 

 また、農林水産物・食品の輸出につきましては、昨年初めて１兆円ということを超え

たわけですが、2030年までに５兆円という目標で政府を挙げて取り組んでおります。 

 畜産物は５兆円目標の中でも4,700億円を占める、期待が非常に大きい分野でござい

ます。新型コロナウイルス感染症の影響があった昨年も、畜産物の輸出額は増加をして

おりまして、本年に入りましても、牛乳乳製品の輸出拡大などを背景に、輸出額の増加

が見られます。 

 国内外の旺盛な畜産物需要に着実に応えるというために、畜産局としては、畜産クラ

スター事業ですとか増頭奨励、食肉等の流通構造の高度化・輸出拡大事業、輸出コンソ

ーシアムの推進事業といったものなどを通じまして、引き続き生産基盤の強化や輸出の

拡大に取り組んでいきたいと思っております。 

 また、国際的にはＳＤＧｓですとか環境負荷軽減などを重視する持続可能な食料シス
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テムの構築が大きな潮流でございます。省をあげて「みどりの食料システム戦略」を推

進しているところでございます。 

 畜産分野におきましても、家畜の改良、飼料の生産、飼養の管理、それぞれの面から

のアプローチで環境負荷軽減、堆肥を利用した飼料作物ですとか農産物の生産を通じた

資源循環の促進といった持続的な畜産物の生産に取り組むことが重要だと考えておりま

す。 

 この畜産部会におきましては、今年度、新たに２名の臨時委員に参加いただくことに

なりました。また、冒頭に申し上げた飼料価格の高騰以外にも、生乳の需給緩和ですと

か高病原性鳥インフルエンザ、あるいは豚熱といった畜産分野の課題は多々ある状態で

ございます。 

 こうしたことからも、本日は畜産、あるいは酪農をめぐる情勢について御説明をさせ

ていただいた上で忌憚のない御意見をいただきたいという趣旨で開催した次第でござい

ます。委員の皆様におかれましては、何とぞ活発な御議論をお願い申し上げます。 

 簡単ではございますが、冒頭、私の挨拶とさせていただきます。今日はよろしくお願

いいたしたいと思います。ありがとうございました。 

 

○三輪部会長 

 渡邉局長、ありがとうございました。 

 それでは、報道の方はここまでで終了とさせていただければと思います。 

 

（報道退室） 

 

○三輪部会長 

 それでは、引き続きまして議事を進めたいと思います。 

 まず事務局より、本日御出席の委員の皆様の御紹介、委員の方々の出欠状況の御報告、

配布資料の確認などについてよろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 では、事務局より、まずは食料・農業・農村政策審議会臨時委員の改選について御報

告いたします。 
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 本年10月18日付けで２名の改選があり、新たに有限会社石田牧場代表取締役、石田陽

一様と、一般社団法人日本乳業協会副会長、松田克也様が任命されましたこと、御報告

させていただきます。 

 続きまして、本日御出席いただいている委員の方を順に御紹介させていただきます。 

 まず、会場にて御参加いただいている委員から紹介します。 

 部会長の三輪委員でございます。 

 

○三輪部会長 

 三輪でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 石田委員でございます。 

 

○石田委員 

 石田です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 串田委員でございます。 

 

○串田委員  

串田です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 畠中委員でございます。 

 

○畠中委員 

 畠中です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 羽田委員でございます。 
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○羽田委員 

 羽田でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 馬場委員でございます。 

 

○馬場委員 

 馬場です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 彦坂委員でございます。 

 

○彦坂委員 

 彦坂です。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 福永委員でございます。 

 

○福永委員 

 福永です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 前田委員でございます。 

 

○前田委員 

 前田です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 正好委員でございます。 
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○正好委員 

 正好です。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 松田委員でございます。 

 

○松田委員 

 松田でございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 次に、リモートにて御参加いただいている委員を御紹介させていただきます。 

 まず、小山委員でございます。 

 続きまして、大山委員でございます。 

 

○大山委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 駒井委員でございます。 

 

○駒井委員 

 駒井です。どうぞよろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 里井委員でございます。 

 

○里井委員 

 里井です。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 
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 続きまして、角倉委員でございます。 

 

○角倉委員 

 角倉です。よろしくお願いします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 続きまして、二村委員でございます。 

 

○二村委員 

 二村です。よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 なお、荒谷委員、加藤委員におかれましては、所用により本日は御欠席との連絡を受

けております。 

 審議会に関する規定では、委員及び議事に関係のある臨時委員の３分の１以上の出席

がなければ会議を開くことができないと定められております。本日は19名の委員のうち、

17名の委員の皆様に御出席をいただいておりますので、規定数を満たしていることを御

報告します。 

 続きまして、資料の確認に移ります。 

 本日は全部で６種類の資料で、資料一覧、資料１から４、参考資料を準備しておりま

す。会場の委員の皆様におかれましては、お手元のタブレット端末に４種類の資料が表

示されております。資料０から２、資料３、資料４及び参考資料となっております。 

 タブレットの使用で御不明点がある場合には、お近くの職員に遠慮なくお問合せくだ

さい。 

 また、表示されている資料は、紙の準備もございます。配布御希望の場合も、お近く

の職員までお声掛けをください。 

 事務局からは以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 
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 それでは、本日の進め方でございますが、まず、農林水産省から畜産・酪農をめぐる

情勢及び鶏卵生産者経営安定対策事業における安定基準価格の算定方法の見直しについ

て御説明をいただき、その後、各委員からお１人当たり約４分程度で自己紹介を含めま

して御意見、御質問等を頂戴できればと考えております。 

 委員の皆様におかれましては、是非円滑な議事に御協力をいただければと存じます。

よろしくお願い申し上げます。 

 なお、伏見畜産局審議官及び郷畜水産安全管理課長におかれましては、公務の御都合

により途中で御退席というふうに伺っております。 

 それでは、資料に基づきまして事務局より御説明をお願いいたします。 

 まず畜産・酪農をめぐる情勢について、畜産局総務課長より御説明をお願いいたしま

す。 

 

○天野総務課長 

 総務課長の天野でございます。私の方から、資料３の畜産・酪農をめぐる情勢という

ものを使いまして御説明をさせていただきたいと思います。 

 それでは、資料３でございますけれども、まず右下のページの「３」というところを

お開きいただきたいと思います。 

 全体の概況でございますけれども、我が国の農業における畜産の地位ということでご

ざいまして、我が国の畜産の産出額は全体が８兆9,000億円、畜産としては３兆2,000億

円ということでございまして、左下にありますとおり、農業の産出額は110％伸びる中、

畜産は127％伸びておりまして、という状況です。 

 続いて、酪農の方にいきたいと思います。７ページを御覧いただきたいと思います。

７ページの方には、生乳の需給構造について図がございます。 

 令和３年度の生乳の生産量は765万トン、北海道が431、都府県が334という状況でし

た。輸入乳製品の方は、その右側の方に469万トンというふうになってございます。我

が国の生乳の総需要量は約1,200万トンということでございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。次のページには、最近の生乳の生産・処

理状況について記載がございます。 

 左の表の上部のとおり、全国の生乳生産量は、令和元年度以降、前年を上回って推移

してございます。４年度の４月から９月、一番右側のところを御覧いただきますと、北
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海道は前年同期比プラス1.4％と増加している一方、都府県は前年同期比でマイナス

0.5％と減少しているという状況でございます。 

 こうした中で、全体では前年同期比0.6％の増加となってございます。 

 そういった中で、牛乳として処理されたもの、乳製品として処理されたものは下の方

に記載がございます。 

 続きまして、10ページを御覧いただきたいと思います。10ページで生乳需給の推移と

いうことでございます。 

 上段の折れ線グラフは輸入チーズを除く生乳の需給、下段の棒グラフは脱脂粉乳やバ

ターの在庫量のそれぞれの推移を示してございます。 

 在庫量につきましては、直近の令和４年９月末の脱脂粉乳は生産量の増加が消費を上

回っていますことから、前年同期を上回って推移をしているところでございますが、業

界の脱脂粉乳在庫を低減させる取組などによりまして、この６月以降、脱脂粉乳の在庫

量は４か月連続で減少しているところでございます。 

 一方、バターの方でございますオレンジの棒グラフになりますけれども、本年度初め

頃から、消費の回復に伴い、消費が増加傾向で推移をしてございましたので、在庫量は

５月以降、前年同期を下回って推移をしているといった状況でございます。 

 続きまして、14ページを御覧いただきたいと思います。14ページの方では、乳用牛の

飼養動向について御覧いただいてございます。 

 １段目の乳用牛の飼養戸数は、ずっと「▲」が付いておりますけれども、減少してい

るということでございます。 

 そうした中で３段目のところは、乳用牛飼養頭数とありますけれども、こちらの方は

プラスでずっと推移してございます。この結果、大規模化が進展しているということが、

１戸当たりの経産牛頭数、下から２段目のところなどを御覧いただくと分かると思いま

す。 

 なお、経産牛１頭当たりの乳量も増加傾向にあるということが分かるかと思います。 

 続きまして、16ページを御覧いただきたいと思います。16ページでは、今度は酪農経

営における労働負担の軽減ということです。こちらの方では、左側の表、上の方を御覧

いただきますと、酪農家１人当たりの労働時間2,057時間ということになってございま

して、これはほかの畜種に比べても長い傾向にございます。 

 こうしたことを踏まえまして、省力化のためのいろいろな取組がなされております。
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飼養管理方法の改善とか、省力化機械の導入でありますとか、あるいは酪農ヘルパーな

ど外部化みたいなことも進んでおりまして、こうしたものを国としても右側のように支

援しているという状況でございます。 

 20ページを御覧いただきたいと思います。こちらの方では、酪農の経営安定対策の概

要を御覧いただいております。 

 左側が加工原料乳生産者補給金制度になります。昨年末に御議論いただきましたとお

り、令和４年度、加工原料乳生産者補給金は１㎏当たり8.26円、集送乳調整金につきま

しては2.59円、そして総交付対象数量が345万トンというふうになっているという状況

でございます。 

 右側の方が加工原料乳の価格低下のための影響緩和対策、いわゆるナラシ対策につい

ての制度の概要が記されてございます。 

 令和３年度につきましては、新型コロナによる需要の減少が回復し切っていないとい

う中にあって生乳生産が好調でありました。こうしたことから、生乳が乳価の低いバタ

ーでありますとか脱脂粉乳、チーズ、こうしたものに多く仕向けられました。このため、

加工原料乳の販売価格が低下をいたしまして、令和２年度に続きまして２年連続で補塡

金が交付されたという状況でございます。 

 続きまして、次は牛肉の方です。22ページを御覧いただきたいと思います。 

 こちらの方では、牛肉の需給動向について記させていただいております。左上のグラ

フのとおり、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、消費量は減少傾向で推移

をしているところでございます。左下のグラフのとおり、令和３年度の供給量90万

5,000トンのうち国産は33万6,000トン、一番下のピンク色のところです。輸入は56万

9,000トン、その上側となっておりまして、その中の内訳といたしまして、輸入先国が

豪州が22万8,000トン、それから米国が22万2,000トンというふうになっているところで

ございます。 

 国産牛につきましては、右下のグラフのとおり、和牛肉の生産が増加傾向で推移をし

てきているところでございます。こうした中で交雑種や乳用種については減少傾向にあ

りまして、国産全体としては横ばいという形で推移しているところです。 

 続いて、次のページを御覧いただきたいと思います。こちらの方では、枝肉卸売価格

についてグラフがございます。和牛につきましては、令和２年４月に新型コロナウイル

ス感染症の影響で対前年同月比３割減と大きく低下をしているところでございましたが、
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５月に入りまして経済活動の再開、あるいは輸出の回復、こういったことで上昇いたし

まして、11月以降、令和元年度を上回る水準に戻って推移しているといった状況でした。 

 その後、新型コロナの感染拡大が断続的に見られたということは御承知のとおりかと

思いますが、外食需要の低迷が残念ながら続くという中で、コロナ前の水準を下回って

推移しているという状況になってございます。 

 次のページを更に御覧ください。こちらでは、肉用子牛価格の推移についてございま

す。肉用子牛価格につきましては、令和２年は新型コロナウイルス感染症の影響により

低下をいたしました。一時、枝肉価格の上昇などによりましてコロナ前の水準を回復し

たところでございますが、この５月から子牛価格がまた下落をしてきておりまして、そ

の後も低下傾向で推移しているといった状況にございます。 

 次のページを御覧ください。こうした中で肉用牛の飼養戸数・頭数の推移について記

載をさせていただいております。 

 飼養戸数は減少傾向で推移しておりまして、主に小規模層で減少しているといった中

で、飼養頭数につきましては、平成29年から増加傾向で推移をしております。この結果、

１戸当たりの飼養戸数につきましては増加傾向で推移しておりまして、大規模化が進展

しているのかなという状況でございます。 

 続いて、27ページを御覧いただきたいと思います。こちらの方では、肉用牛の増頭奨

励事業について御紹介をさせていただいております。 

 上の枠囲みにありますとおり、農業生産基盤強化プログラムという形の中で、和牛の

生産量を令和17年度に30万トンとする政策目標を設定してございます。 

 こうした中で肉用牛の生産基盤の強化を図るために奨励金を出しているところでござ

いまして、令和３年度の実績は下、右側にありますとおり、全国で約２万頭というふう

になっているところでございます。 

 続きまして、次のページを御覧いただきたいと思います。このページでは、肉用牛の

生産基盤の強化に向けた取組ということでの御紹介ですが、そのほかにも、こんなこと

もしていますという中では、左側にありますとおり、キャトルブリーディングステーシ

ョン、キャトルステーション、こういったものを整備したりしながら支援をしていると

ころでございます。 

 続きまして、30ページを御覧いただきたいと思います。30ページの方では、肉用子牛

の対策の概要ということでございまして、肉用子牛の生産者につきましては、肉用子牛
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生産者補給金によりまして経営の安定を図らせていただいているという中でございます。

昨年の末に御議論いただきましたとおり、例えばということで、黒毛和種の令和４年度

保証基準価格、これは１頭当たり54万1,000円となっているということでございます。 

 続いて、豚肉の方に入ってまいりたいと思います。足早ですみません。32ページを御

覧いただきたいと思います。 

 まず、豚肉の需給についてでございます。左上のグラフのとおり、消費量は豚肉需要

の一層の高まりによりまして、近年、増加傾向で推移をしているところでございます。

また、供給量は左下のグラフのとおりで、令和３年度の供給量185万2,000トンのうち、

国産が92万3,000トン─下側ですね。輸入が92万9,000トンというふうになっている

ところでございます。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。次のページは、枝肉価格の推移でござ

います。新型コロナウイルス感染症の「巣ごもり需要」によりまして令和２年度以降、

堅調に推移をしてまいりました。赤の線が本年度の価格の動向でございますけれども、

非常に堅調に推移しているということが見てとれるかと思います。緑の線のコロナ前３

年平均、これをかなりの程度上回って推移しているといった状況でございます。 

 次のページを御覧ください。飼養戸数、あるいは頭数についてでございます。 

 １段目の飼養戸数は減少しているということで、「▲」が多く立ってございます。３

段目の飼養頭数は、出っ張りへこみはあるんですけれども、ほぼ横ばいといった中で推

移しており、全体としては大規模化が進展しているという状況でございます。 

 続いて、鶏肉に移りたいと思います。37ページを御覧いただきたいと思います。まず

は需給動向でございますけれども、左上のグラフのとおり、消費量は健康志向の高まり

等を背景にいたしまして、近年増加傾向で推移しているところでございます。 

 左下のグラフのピンクの部分のとおり、生産量は価格が堅調に推移していることなど

から、増加傾向で推移をしているところでございます。毎年過去最高をここのところは

更新しているという状況でございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。次のページは、鶏肉の価格の動向でござ

いますけれども、赤線が本年度の鶏肉の卸売価格になってございます。もも肉について

は需要が安定的に推移していること、あるいは一部では価格転嫁も進んでいることなど

から、夏の低需要期においても価格が今年は低下しませんでした。上昇傾向で推移して

いるところでございます。 
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 また、むね肉につきましても価格が高水準となっている輸入鶏肉の代替需要の増加等

によりまして上昇傾向で推移しているというふうに承知してございます。 

 続きまして、鶏卵の方です。40ページをお開きいただきたいと思います。鶏卵の需給

動向についてでございます。左上のグラフのとおり、消費量につきましては、令和２年

度は新型コロナウイルス感染症の影響によりまして家計消費は増加したものの、業務用

需要が減少したため前年度を下回り、令和３年度は業務用需要は回復傾向にあるものの、

前年度を僅かに下回ったという状況でございます。左下のグラフのとおり、生産量は新

型コロナウイルス感染症の影響による価格低下でございましたり、鳥インフルエンザの

大規模発生等によりまして、この２年連続で前年度を下回る状況になっています。 

 右上のグラフのとおり、自給率は97％と非常に高いのが特徴でございますが、引き続

き需要に応じた生産を推進するという必要があるかと存じます。 

 続いて、次のページを御覧いただきたいと思います。価格の推移についてでございま

す。 

 令和４年５月以降、業務用需要が回復傾向にあることでございますとか、生産コスト

の上昇による減産傾向もございまして、価格は例年を上回る水準で推移しているのが見

てとれるかと思います。現在、年末の需要期に向けまして、更に上昇傾向で推移してい

るということがこの赤線ライン、見てとれるかと思います。 

 43ページに記載のある鶏卵生産者経営安定対策事業については、後ほど食肉鶏卵課長

から安定基準価格の算定方法の見直しについての中で御説明をさせていただきたいと存

じます。 

 続いて、餌の方に入ってまいりたいと思います。44ページを御覧いただければと思い

ます。 

 餌についてでございます。畜産における飼料の供給割合につきましては、牧草などの

粗飼料が20％、左側の縦の棒グラフでございます。トウモロコシなどの濃厚飼料が80％

を占めるという状況になってございます。畜種ごとにどんな状況にあるかは、その右側

の今度は帯グラフで分かるかと思いますが、更にその右側、そこのところでは畜産経営

コストに占める飼料費の割合ということですが、牛では３から５割、豚や鳥では５から

６割と、非常に高くなっているのが特徴でございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。令和３年度の飼料自給率、これは概算で

25％ということになってございます。このうち、粗飼料の自給率は76％、左真ん中の緑
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色のところで分かるかと思います。濃厚飼料自給率は13％、その下の方のオレンジ色の

ところです。農水省では、令和12年度の飼料自給率の目標を34％というふうに掲げてご

ざいます。飼料生産基盤に立脚しました足腰の強い畜産経営への転換が喫緊の課題とな

っているところでございます。 

 続きまして、47ページを御覧いただきたいと思います。こうした中で配合飼料価格に

影響を与える要因の動向についてまとめてございます。 

 配合飼料の主な原料でありますとうもろこしの価格、これは左上でございますが、ウ

クライナの情勢を受けまして上昇いたしました。いっとき下落いたしましたが、引き続

き高水準にあるということは変わらないという状況でございます。 

 また、海上運賃、これも今下落しているところにありますけれども、そうはいっても

まだまだというところもありますし、何せ右下の為替相場、これについては非常に上昇

要因になっているという状況でございます。 

 次のページをお開きください。次のページが配合飼料価格安定制度の概要でございま

す。 

 こうした価格の上昇の影響を緩和するために、生産者と飼料メーカーの積立てによる

「通常補塡」、それから国と飼料メーカーの積立てによる「異常補塡」、この２段階の

仕組みによって補塡を実施しているという状況にございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。次のページ、こちらの方では輸入原料価

格の推移と配合飼料価格安定制度の補塡の実施状況ということでございます。平均輸入

原料価格、この青いラインがどんどん右側で上昇しています。これに対して基準輸入原

料価格というものもこの灰色の折れ線グラフで上昇しておって、その中で補塡がどう発

動されているかというのが、オレンジ色が異常補塡、緑色が通常補塡ということで、足

下のところ、右側の方、すごくたくさん出ているということが見てとれるかと思います。 

 こうした中、直近、本年度第２四半期につきましては、トン当たり１万6,800円、こ

れが生産者に交付される予定となっているところでございます。 

 続いて、次のページを御覧いただきたいと思います。乾牧草の輸入・価格動向という

ことでございます。 

 右上のグラフのとおり、配合飼料だけでなくて、乾牧草の輸入価格も円安の影響等に

よりまして上昇しているという状況にございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。こうした中、輸入飼料への過度な依存か
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ら脱却をして、国産飼料基盤に立脚した生産に転換していこうということでございまし

て、農水省といたしましては、一つとしては、水田を活用した青刈りとうもろこし等の

生産の拡大、それから二つといたしましては、効率的な飼料生産を行うコントラクター

の機能強化など、こうした国産飼料の増産対策を推進しているところでございます。 

 続きまして、輸出の関係ということで、53ページをお開きいただきたいと思います。

こちらの方では、輸出の状況でございますけれども、国産の農林水産物・食品の輸出拡

大に向けまして、令和２年３月に策定した食料・農業・農村基本計画に、2030年までに

輸出額を５兆円とする新たな目標を掲げたところでございます。このうち、牛肉3,600

億円を始めまして、意欲的な目標を作っているというのが右側の中段のところに記載が

ございます。 

 畜産物の輸出につきましては着実に増加をしているということが左上の実績で分かる

かと思いますが、2021年度は過去最高の872億円となってございます。そのうち、牛肉

が最大で537億円、次いで牛乳・乳製品が244億円となっているところでございます。 

 次のページを御覧ください。ここでは代表例として牛肉の輸出について御紹介したい

と思います。 

 2021年の牛肉の輸出額は、輸出先国での外食需要の回復や小売・インターネット販売

が好調だったこと等によりまして過去最高を記録してございます。2022年１－９月の牛

肉の輸出額は、台湾やＥＵへの輸出実績が好調である一方で、香港におけるコロナの影

響による外出需要の落ち込みでありますとか、米国の低関税枠の関係などによりまして、

前年同期比94％となっているところでございます。 

 牛肉を含めます畜産物の輸出に当たりましては、各産地におきまして畜産農家や食肉

処理施設・輸出事業者から成る「コンソーシアム」を構築いたしまして取り組んでいる

ところでございます。更なる拡大に向けまして、実行戦略に定める取組を着実に進めて

まいりたいと思います。 

 続いて、輸出のところを少し割愛させていただきまして、その他、59ページを御覧い

ただきたいと思います。こちらの方では、畜産分野の脱炭素化への取組ということでご

ざいますけれども、我が国の温室効果ガスの総排出量に占める畜産源の割合は約１％。

決して大きい数値ではないということが分かってございます。 

 しかしながら、温室効果ガスを排出している産業ということについては変わりがない

ということでございますから、排出削減については引き続き取り組んでいく必要がある
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と考えております。 

 61ページを御覧いただきたいと思います。61ページの方では、脱炭素化への取組とい

うことで、温室効果ガスの削減に向けまして、例えばということでありますが、このげ

っぷの中のメタンの削減効果のあります餌の給与でございますとか、家畜排せつ物の強

制発酵による温室効果ガスの発生抑制、こういったことに取り組んでいるということで

ございます。左側と右側、それぞれやっているということでございます。 

 それでは、次のページを御覧いただきたいと思います。次に、持続的な畜産物生産の

在り方についてということでございます。 

 我が国の畜産は、飼料・家畜・堆肥の循環サイクルを形成しながら、農村地域の維持

発展や豊かな食生活に貢献をしてまいりました。一方、環境負荷や輸入飼料への過度な

依存など、課題があるところでもございます。 

 そこで、青枠で囲われた部分にございますとおり、昨年６月の畜産部会に報告させて

いただいた後、持続的な畜産物生産の在り方検討会の中間とりまとめ、これを公表させ

ていただきました。これは、みどりの食料システム戦略を踏まえまして、既存の現場の

取組を含めて、畜産分野において今後行うべき取組を再整理したところでございます。

具体的な取組は、次のページにまとめてございます。 

 次のページを御覧いただきたいと思います。中間とりまとめでは六つの項目に分けま

して、それぞれにおいて生産段階、研究段階、双方が行うべき取組をまとめてございま

す。公表から１年以上経過したことを踏まえまして、中間とりまとめに記載している取

組の進捗状況をまとめたところでございます。参考資料として、取組状況として配付を

させていただいているところでございます。今回の結果も踏まえまして、今後どのよう

な取組ができるか、引き続き考えていきたいと思います。 

 最後に、69ページを御覧いただきたいと思います。ＴＯＰＩＣということで、畜舎特

例法につきまして、最後に御紹介でございます。本年４月１日から施行しているところ

でございますが、農業者から、対象となる畜舎等に保管庫等を追加してほしいといった

要望を聞いているところでございます。現在、追加する方向で検討を進めているところ

でございます。 

 以上で、畜産・酪農をめぐる情勢の説明を終わりにします。ありがとうございました。 

 

○三輪部会長 
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 天野課長、ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、鶏卵生産者経営安定対策事業における安定基準価格の算定方

法の見直しにつきまして、食肉鶏卵課長から御説明をお願いいたします。 

 

○猪口食肉鶏卵課長 

 食肉鶏卵課長の猪口でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私からは、資料４に基づきまして、鶏卵生産者経営安定対策事業における安定基準価

格の算定方法の見直しについて御説明させていただきます。 

 本事業につきましては、昨年６月に公表されました養鶏・鶏卵行政に関する検証委員

会、こちらの報告書における御指摘・御提言を踏まえまして、まず本事業が発動する基

準となる価格について、食料・農業・農村政策審議会畜産部会、本部会に諮問し、御意

見をいただいた上で決定すること、また事業内容の見直しにつきましては、様々な関係

者や有識者から成る検討会において多角的な議論を行った上で検討することとされたと

ころでございます。 

 本事業の基準価格につきましては、昨年の12月から本畜産部会に諮問しているところ

であり、今年も同様に、この後12月に開く予定の本部会で御意見を賜りたいと思ってお

ります。 

 本日は、具体的な価格水準の議論の前に、本年４月に提言された事業見直しの方向を

踏まえまして、本事業の成鶏更新・空舎延長事業の基準価格となります安定基準価格の

算定方法の一部見直しの方向性につきまして、あらかじめ本部会に御報告しておきたい

と思っております。 

 それでは、１ページ目を御覧ください。まず、この鶏卵生産者経営安定対策事業の概

要を御説明いたします。 

 本事業につきましては、鶏卵の月ごとの平均価格、標準取引価格、こちらが補塡基準

価格を下回った場合に価格の季節変動をならして生産者の経営の下支えをするというこ

とを目的に価格差補塡を行っております。そして、更に鶏卵の平均価格が低落した場合、

鶏を入れ替える際に、通常よりも長く鶏舎を空けることによって需給改善を図る取組、

こちらに対して奨励金を交付して、鶏卵の需給と価格の安定を図る、こういうことを目

的とした事業でございます。 

 これらの補塡金や奨励金の原資は、国と生産者により積み立てられた基金から交付さ
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れております。 

 次の２ページを御覧ください。この事業は、３年を１タームとして事業を行っておっ

て、３年ごとに事業の見直しを行っております。令和５年度、来年度が新たな事業期間

となりますので、本事業の見直しにつきまして今年の２月以降、生産者ですとか関係の

事業者、また有識者もメンバーといたしまして、鶏卵生産者経営安定対策事業検討会、

こちらを設置し、議論を重ねまして、本年４月に事業の見直しに向けた骨子が取りまと

められたところでございます。 

 資料の２ページ目に書いてあるように、様々な内容が取りまとめられましたが、その

中の一つとして、赤枠で囲ってあるとおり、成鶏更新・空舎延長事業の発動の早期化を

図る、こういったことが取りまとめなされております。検討会におきましては、鶏卵の

需給調整を早い段階で開始することにより、価格が大きく下落することを防ぐべきと、

こういう意見をいただきました。これに対応するため、成鶏更新・空舎延長事業の発動

基準となる安定基準価格を引き上げる方向、つまり補塡基準価格と安定基準価格の幅を

小さくする、こういった方向で算定方法の見直しを行いたいと考えております。 

 次の３ページを御覧ください。まず、左側の現行の基準価格の考え方について御説明

いたします。 

 鶏卵価格は夏、夏季の低需要期に低落し、鍋物需要やクリスマスケーキ需要が高まる

秋・冬に向かって上昇するというサイクルがございます。赤い線が補塡基準価格でござ

いまして、低需要期の平均的な価格低落、言わば通常以上に低落した場合に、補塡金に

より経営の下支えを行うという、その基準の価格として赤い線、補塡基準価格を設定し

ております。 

 補塡基準価格は、直近６年間の平均価格に生産コストの変化率を加味した値に低需要

期の平均低落率を乗じて算定しております。この補塡基準の算定方法に変更はございま

せん。 

 その下の青い線、こちらが安定基準価格でございまして、通常の変動を超えた大幅な

価格低落の際に、需給改善に取り組む基準として設定しておりまして、この赤い線の補

塡基準価格から更に１標準偏差分下落した水準として設定しております。 

 この安定基準価格の見直し案でございますが、右側のイメージ図のとおり、現行は補

塡基準価格から１標準偏差分下落した水準で設定しておりますが、様々なシミュレーシ

ョンを行った結果、標準偏差に0.7を乗じて変動幅を圧縮することによって安定基準価
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格を引き上げ、これによって発動の早期化を安定的に実現できると考えております。 

 具体的な補塡基準価格や安定基準価格の水準につきましては、直近の物価動向などを

踏まえて算定いたしまして、12月の畜産部会にお諮りし、御審議いただくこととしてお

ります。 

 最後に、現在行っている概算要求について御説明させていただきたいと思います。資

料の９ページまで飛んでいただければと思います。 

 今申し上げたような見直しを行った上で令和５年度の概算要求を行っておりますが、

所要額につきましては昨年同様の52億円を要求しているところでございます。 

 右側のイメージ図のとおり、青い線の補塡基準価格を下回った場合に交付される補塡

金は、赤い線の安定基準価格までの差額の９割となっております。安定基準価格を引き

上げた場合、補塡金の交付幅が圧縮されることになります。このため、価格差補塡によ

る経営の下支え効果を維持するため、補塡金の国の負担率を現行の８分の１から６分の

１に引き上げることを要求しております。このほか、需給調整機能の実効性向上を図る

ため、先ほど申し上げた安定基準価格の引上げに加え、現行より長い120日の空舎期間

を新設するとともに、事業に参加しづらい小規模な生産者については、奨励金の対象と

なる成鶏の出荷期間を前後に10日間拡張することとしております。 

 私からの説明は、以上でございます。 

 

○三輪部会長 

 猪口課長、ありがとうございました。 

 それでは、これより、ただいまの御説明を踏まえまして意見交換に入りたいと思いま

す。 

 本日御出席いただいている委員の皆様から御意見、御質問などをいただければと思い

ます。 

 先ほど申し上げましたとおり、各委員には約４分という目安の下に自己紹介、御発言、

御質問等をいただければと思います。 

 なお、委員の方々、４名ないし３名、私の方で区切らせていただきまして御発言いた

だき、その後、農林水産省からまとめて御回答いただくということを繰り返す形で円滑

に議事を進めさせていただければと思います。 

 なお、御発言順につきましては、途中退席の御予定があります里井委員から一番最初
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に御発言いただきまして、その後は五十音順で進めさせていただければというふうに思

います。 

 それでは、初めに里井委員、よろしくお願いいたします。 

 

○里井委員 

 聞こえますか。 

 

○三輪部会長 

 はい、聞こえております。よろしくお願いいたします。 

 

○里井委員 

 大変御丁寧な説明の方を本当にありがとうございます。 

 私の方からは、今回、すごくまとめが分かりやすかったということと、取組について、

今後、一消費者の代表としても大きく発信していきたいなと思ったことがありましたの

で、その旨をちょっと報告させていただけたらなと思っております。 

 輸出の中でも畜産への期待が非常に高まって、127％というのを冒頭に伺ったばかり

なんですけれども、その中ででも今後国産の─まあ、畜産だけではないんですけれ

ども、その付加価値をどうやって上げていくかというのは非常に大きな点じゃないかな

と思っています。 

 そんな中、一番最後にございました2040年、2050年を見据えてのみどりの法則につき

まして、持続的な畜産物生産の在り方についてという取組におきましては、非常に賛同

する部分がとても多くございました。 

 かなり長期戦の戦いになるのかなと思う一方で、今後はこういう持続的な畜産物の生

産というものに対して、国からもこのような取組があるということを広くもっと広げて

いけたらなと思いました。特に今後、付加価値を高めるにおいて、安全性という点にお

いては、消費者の方々が一番思っていること、それから最近ではそれプラス価格面とい

う面で非常に不安を覚えている人が多いんじゃないかなと察しはするんですが、少なく

ともこの安全性という面におきまして、野菜の中では、例えばそれが有機の野菜という

ランクがある中、若干まだ有機や、そういう取組の畜産物があるというものを知らない

方も多いのかなと思ったときに、この畜産物生産の持続性に関する取組という姿勢は非
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常に有意義なことなんではないかなと思いました。 

 数々の問題が大きく取り上げられる傾向があるのが畜産であり、農産物ではあったり

するんですが、今消費者の方々とお話をしていても、非常に前向きな方々もすごく増え

てきていて、明るい話題で更に発展性を望むという姿勢もあるんです。なので、駄目な

部分、大きな課題の取組の問題点も多いんですが、今こういう新しい取組をしています

という明るい発信をしながら、畜産の未来がとても明るいんだということをアピールし

ていくことが重要かなと思っています。 

 根本的な問題というのは、やはり継続しての後継者の方がいないという、若い世代を、

どうやって取り組むかという点におきましても、みんなが畜産やっていくことが明るい

んだという部分を強くアピールしていけたらなと思っています。 

 そういう意味では今日、良いところを特にピックアップして取りまとめて発信してい

けたらなと思いました。 

 私からは以上です。ありがとうございます。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、続いて石田委員よろしくお願いいたします。 

 

○石田委員 

 初めまして、神奈川の方で酪農をやっております石田と申します。 

 飼養頭数としては今30頭ぐらいの搾乳規模で、神奈川県という都市近郊というような

立地条件にありますけれども、消費者理解というところに努めるとともに、教育ファー

ムや６次産業化ということでジェラートの製造販売、飲食店経営というところを少しや

っております。 

 また、生産性向上というところで農場ＨＡＣＣＰの認証とＪＧＡＰの認証を取得して、

生産性の向上と品質のより高い生乳の生産というところに努めております。 

 私からは一生産者として、この酪農をめぐる資材高騰の情勢、これは自分も含めて周

りのほとんどの酪農家が今本当に危機に瀕しているといったような状況であるというの

は事実としてお伝えしたいなと思っております。 

 ただ、この御説明でもありましたけれども、補正予算も含めて、できる限りの支援は
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していただいているんじゃないかなといったようなことが私の中での印象です。まだま

だ足りないですとか、このままでは畜産が崩壊してしまうとかいったような意見を持つ

仲間もいますけれども、私個人的な意見としては、やるべきことをやっていただいては

いるのかなというふうな印象を持っております。 

 これ自体を乗り切るためには、畜産家としても、より経営力として、より高度な経営

改革が求められておりまして、私の経営としましても、自給飼料を作っている方では、

神奈川県では作っている方ではありますが、今年の６月末の時点で自分なりにちょっと

シミュレーションしてみた結果、このまま現状維持でいったとしたら、12月までには恐

らくキャッシュアウトするだろうなといったような経営状況でした。どういうふうに乗

り切れるかなというふうに私なりに考えた結果、頭数を当時、うちの牛舎は40頭マック

スで入って搾乳できるんですけれども、40頭マックスで搾って、今の自給率で経営する

とキャッシュアウトする。ただし、これを３分の２にボリュームを縮めて28頭規模で今

の飼料畑の面積でやっていくと、北海道並みの自給率になるなというようなところに気

付きまして、この２か月間の間に頭数を10頭、13頭ぐらい削って今経営改革を進めてお

ります。 

 ただ、こういったような改革、自分なりにシミュレーションして、来年のキャッシュ

がこういうふうになるというところでこういうふうに自信を深めて思い切った形─

まあ、売上げを下げるというところでかなり思い切った決断ではあったんですけれども、

やっぱり売上げを下げるという決断は、通常の生産者はなかなか打つ決断をできないと

いうようなところで、非常にこの場を乗り切れる経営者というのは少ないのかなと。 

 ただ、そういったところにおいて、直接的な緊急的な支援というところも非常に有り

難いんですけれども、それも含めてサポート的な、中長期的な経営力を強化するといっ

たようなソフト面の支援も非常に必要なのかなというふうに感じております。 

 私個人としては、大きな声では今は言えないですけれども、ここが自分としては非常

に大きなチャンスというか、規模を縮小させたことによって、堆肥の処理もより楽にな

りますし、１日当たりの労働時間も実際今少なくなっております。人件費も少なくなり、

あらゆる飼養管理に係るコストも減っておりますので、神奈川県で酪農家として生き残

っていくためには、この改革は必要だったのかなというふうに私は感じてやっていると

ころでございます。 

 以上です。 



24 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、リモートで御参加の大山委員、よろしくお願いいたします。 

 

○大山委員 

 神戸大学の大山と申します。大学の附属農場におります。専門は家畜育種という分野

の研究をしております。よろしくお願いいたします。 

 私から申し上げたいのは、この状況を考えると、飼料価格について一言触れないわけ

にはいかないなというふうに思っているところです。 

 状況としては価格の高騰にとどまらず、場合によっては希望の飼料が買えない、入手

が困難になっているようなこともあって、この点に関しましては、これまでは特に、ち

ょっと言葉はきついかもしれないですけれども、国も、自治体の行政も、ちょっと飼料

については軽んじてきたというか、余り大きな比重を置いてこなかったんじゃないかな

というところをちょっと反省しているようなところです。 

 今、この中でかなり、種々の緊急対策も含めて講じられているというのは存じ上げて

いるところなんですけれども、御挨拶にもあったように、抜本的な国産飼料の基盤強化

というものには、これまで以上に継続的に予算も割いていただきたいなというふうに感

じているところです。 

 それに関連して配合飼料の価格安定制度についても、これ基本的に前年との差額を基

準に発動される、補塡されるということですので、今後、高止まりの傾向が今続いてい

ますので、そうなったときには補塡されないというような事態になってしまうというこ

ともちょっと懸念されることだと思いますし、肉用牛に関してはそれ以外にも子牛の補

給金であったり、牛マルキンなんかもありますので、最終的にそちらの制度での補塡と

いうものも当然あるわけなんですけれども、やはり複数の制度がそれぞれに運用されて

いって、正直なかなかすっきりしていないなというような感覚は持っているところです。 

 最終的には生産費というものが農作物の価格に適正に反映できるというような形が恐

らく望ましいんじゃないかなというふうに思いますので、今ちまたで取り上げられてい

るようなフランスの価格決定制度ですか、そういうものの議論にも注目はしているとこ

ろですけれども、それでも消費者が価格に納得できなければ消費低迷ということになる
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わけですので、いかにその辺り、食料安全保障というものの重要性を消費者も含めて理

解して、それを受け入れられるような社会に、なかなかすぐには難しいかもしれません

し、当然生産者も努力は必要ですけれども、そういう社会の醸成に向けて進んでいただ

ければなというふうに思っているところです。 

 それと、私、肉用牛が専門ですので、肉用牛の生産に関して少し意見を述べさせてい

ただきますと、先般、５年に１度の和牛の共進会、全国の共進会が開催されたわけなん

ですけれども、そこに出品されていた枝肉は、通常より半年程度若い、早い出荷月齢で

あったにもかかわらず、サシですね、ＢＭＳナンバーで測りますけれども、この平均が

10を超えていて、牛が持っている能力と肥育技術というものが本当に和牛農家は高いレ

ベルにあるなということを感じたと同時に、No.10というのはロースの脂肪で言うと

50％それに達しているということを同時に意味しているわけでして、本当にこの辺りで

改良の方向のかじが本格的に切れないと消費者にそっぽを向かれてしまうのではないか

というふうにちょっと懸念しているところです。 

 幸い、共進会の中でも不飽和脂肪酸という一つの展開の方向が見えているわけでした

し、昨今の餌の状況も考えると、少ない餌で大きく成長するような家畜への改良という

のも今非常に受け入れやすい方向だと思いますし、それ以外にも昔から言われているよ

うな分娩間隔の短縮というものも、もちろん餌を減らす効果もありますし、同時に先ほ

ど話があった環境負荷低減というような効果も持ちますので、現状、霜降りからなかな

かスムーズに転換ができていない状況ではあるんですけれども、関係団体と農林水産省

がこれまで以上に密接に連携して、この問題にも取り組んでいただきたいなというふう

に思っているところです。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、同じくリモートで御参加の小山委員、よろしくお願いいたします。 

 

○小山委員 

 大丈夫ですか。 
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○三輪部会長 

 はい、聞こえております。お願いいたします。 

 

○小山委員 

 私は宮城県の中山間地に住んでおります、繁殖和牛を飼っております小山と申します。 

 米を作り、減反田を利用して粗飼料を生産し、牛を飼う人が多い水田と和牛は切り離

せない所に住んでおります。 

 私の住んでいる隣のまちの大崎市で、今年トウモロコシの生産を行いました。隣接す

る町内の水田にも作付され、くみあい飼料という大きな会社の協力もあって、大きな話

題になりました。今後、生産の仕方とか、いろいろ興味もありますし、期待したいと思

っているところでございます。 

 私の家も長年、３ヘクタールほどは水田放牧をしております。以前より放牧できる期

限が長くなったように思うのは、もしかして温暖化のせいなのかなとか思ったりはして

おりますが、ほかの水田は飛び地だったり湿地などで条件が悪く、作業も大変ですが、

放牧なら対応できます。放牧できる牛を育てることがとても大切になってきます。土地

条件に合わないとすぐに、これは耕作放棄地に直結していくからです。 

 私の方は、まだ未整理の水田を基本整備するように希望していましたが、水田に整備

すると後々大変なことになります。水田よりは畦畔をなくして畑地化に整備できないか

とずっと考えていました。今回の畑地化の政策は、これから農地利用・保全地域計画に

もとても重要な良い話題なのかなと考えております。 

 子牛の値段が今の値段が安いかと思うか、昔に戻ったと考えるか、もっと安い時代を

過ごした自分たちはやっぱり安くなったなと思いますし、私たちより上の世代の繁殖農

家は高齢化し、高値販売できることによって頑張れたこともありました。この値段、続

くとは思えないのですが、近くには妊娠牛を預けられる放牧場もあり、牛飼いに専念で

きる環境があるので何とか頑張って牛飼いを続けて、やっぱり牛が好きだから頑張って

いきたいなと思っております。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 
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 それでは、ただいま４名の委員の皆様に御意見、御質問等をいただきましたので、こ

こで一旦区切らせていただきまして、農水省より回答をお願いできればと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 順番はお任せいたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

○冨澤飼料課長 

 大山委員から配合飼料価格が高騰している中で、国産の自給飼料生産への取組が重要

だということでお話をいただいております。 

 飼料自給率が現状25％ということでございますので、粗飼料生産を中心に自給率を令

和12年には34％に引き上げるということで支援を行っておりまして、繰り返しになるか

もしれませんが、水田を活用しました飼料用とうもろこしの生産拡大とか、地域の飼料

生産、これは農家さんの労働負担が大きくなっている中でコントラクター等の飼料生産

組織の機能強化を図って外部化を進めるということ、公共事業等で草地の整備によりま

して牧草の収量を引き上げていくようなこと、国産の稲わらの利用促進ということで、

先ほどありました飼料生産組織等の中で稲わら収集にも取り組んでいただくための御支

援や子牛農家と畜産農家のマッチング、こういったようなところを推進しているところ

でございます。 

 大山委員からお話ありましたとおり、今回の経済対策の中でも国産飼料の生産・利用

拡大に向けた対策を実施していくということでございますので、それらの取組を進めて

いきたいということでございます。 

 また、配合飼料価格安定制度の補塡についてお話をいただいております。配合飼料価

格安定制度につきましては、先ほど資料の説明でもありましたけれども、２段階の仕組

みで対応しているということでございますが、いわゆる激変緩和ということで、あらか

じめ皆さんで積立てをして、それによって補塡を行うということでございますけれども、

今般高騰が続いたということもございましたので、飼料メーカーさん等の協力を得なが

ら異常補塡基金に665億円積み増しを昨年からしてまいりました。また、今回の予備費

を使った対策によりまして、９月には価格の高止まりに対応するために、飼料価格高騰

緊急対策ということで、504億円を措置して御支援をさせていただいているところでご

ざいます。 

 配合飼料価格安定制度について、引き続き制度に基づいてしっかり対応していくとと
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もに、今後、先ほどお話もありました牛マルキンや子牛補給金なり、各経営安定対策に

よる支援とその他金融対策等もございますので、そういった面で農家の皆さんを御支援

していくというようなことを考えているところでございます。 

 小山委員から、子実とうもろこしの生産を宮城県の大崎市の方で始められたというと

ころでございます。やはり今まで粗飼料中心でやってきたわけですけれども、濃厚飼料

原料という意味では子実とうもろこしというのは一つ重要な作目ということでございま

す。畜産局としても、子実とうもろこしを試験的に栽培するための機械装備とか調製、

乾燥調製の部分についても今支援しているところでございますので、どうしても価格面

というものが、コスト面というものがございますけれども、引き続きそういった取組が

続けられるような支援をしていきたいということでございます。 

 また、放牧に取り組まれているということでございまして、低コストで、かつ、労働

負荷も少ない形で水田の活用をされているということでございます。放牧についても私

ども、放牧のための簡易な電気牧柵とか水飲み場とか、そういったものの御支援もして

おりますし、先ほどお話ありました水田活用の方も、畑地化についても今後取組を進め

ていく方向で検討しているということでございますので、活用いただきながら放牧に取

り組んでいただければというふうに考えております。 

 私からは以上でございます。 

 

○犬飼畜産振興課長 

 畜産振興課長でございます。 

 大山先生から和牛の脂肪交雑について御意見をいただきました。今の家畜改良増殖目

標は、令和２年の３月に策定をいたしましたが、その際にも脂肪交雑についての議論が

ございました。当時、脂肪交雑については、これまで改良を続けてきた効果というもの

が持続すると思われるので、あえてアクセルをもう踏まなくてもいいだろうということ

で、産肉能力の記述について、脂肪交雑については、「現在の改良量を引き続き維持し

た上で」というふうに書くこととなったところでございます。 

 配合飼料価格の高騰によりまして牛肉の生産コストが上がっておりますので、令和５

年度の予算要求におきまして肉用牛の肥育期間の適正化、あるいは早期出荷の取組、こ

れを支援するための予算を要求しているところでございます。 

 こういったことをやる中で、先ほど石田委員から、農家の収益性を考えて、あえて頭
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数を減らすという決断をしたという話もございましたけれども、農家の収益性の高い肥

育の在り方、これは必ずしもＢＭＳ12を目指すことではないと思っておりますので、そ

ういったことについて生産者の方にも改めて考えていただきたいと思っております。 

 

○猪口食肉鶏卵課長 

 食肉鶏卵課長でございます。 

 小山委員から子牛価格について御指摘をいただいております。 

 子牛については、肉用子牛生産者補給金制度で下支えすることが基本となってござい

ますが、本年５月からの子牛価格の急落を受けまして臨時・緊急の、本年12月までの臨

時対策といたしまして優良肉用子牛生産推進緊急対策事業、こちらを措置させていただ

きまして、生産者の不安の払拭に努めているところでございます。 

 年末に向けた需要期に向けて、子牛価格をしっかり注視してまいりたいと思っており

ます。 

 

○三輪部会長 

 ほかによろしいでしょうか。 

 

○天野総務課長 

 総務課長です。 

 里井委員の方から、持続的な畜産物生産について、やはりこれが有効ではないか、有

意義ではないかというお話をいただきました。これにつきましてはお手元のところに、

先ほど御紹介しなかったんですが、参考資料ということの中で、行うべき取組について

進捗状況の記載を少しさせていただいているところがございます。いろいろ取り組んで

いるところではありますが、ではこれですごく変わったねとか、消費者の方に届いたね

というところまでいけているのかということになりますと、正に一番最後のページにも

あるように、こうした消費者への情報伝達だとか、理解醸成ということについて、まず

まずはうまくできていないということがありまして、ここは引き続きの課題として取組

を進めていきたいと考えているところです。 

 ありがとうございました。 
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○里井委員 

 ありがとうございました。すみません、１点だけ。 

 先ほど自己紹介を忘れちゃったんですけれども、フードジャーナリストという肩書で

食に関してのいろいろ情報発信をしているので、常に消費者目線というのを大事にしな

がら発言しております。補足です。失礼いたしました。ありがとうございました。 

 

○三輪部会長 

 それでは、御回答の方をありがとうございました。 

 それでは、続きまして、改めまして委員の皆様から御意見、御質問等をいただければ

と思います。 

 それでは、串田委員、よろしくお願いいたします。 

 

○串田委員 

 北農中央会、串田でございます。 

 常日頃より、農林省畜産局の皆様方には北海道酪農・畜産の発展のために御尽力いた

だいていますことを、まずもってお礼申し上げるところでございます。 

 その中で、今回酪農情勢でありますけれども、御存じのとおり、約10年前からの乳製

品、棚からなくなったから始まりまして、畜産クラスターの創設、そして日本全国含め

た畜産クラスターの活用によって北海道酪農も飛躍的に伸びてきた中で、３年前のコロ

ナ禍、そして今年当初のロシア・ウクライナ問題、そして円安ということで、非常に需

給バランスが大きく、短時間での変動が余儀なくされているということで、今現在、北

海道酪農におきましても非常に規模拡大した中での生産抑制ということで、４年度の当

初、抑制対策ということで、昨年度100という数字でスタートさせていただいた中で、

今、更なる円安等で多くの食料の値上げによる、また消費減退ということで、４年度の

下期、そして令和５年度の減産体制ということで、北海道酪農も今苦渋の選択をしてい

るところでございます。 

 その中で常々畜産局の皆様方にも理解していただいていますけれども、やはり北海道

酪農だけでは今の需給バランスを直せない。改めて全国での需給調整をしっかり行って

いただきたいということで、当然今全国で取り組んでいただいておりますけれども、改

めて全国的な展開の中でお願いしたいというふうに思います。 
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 その中での結果といたしまして、今現在、大きく酪農経営を圧迫しているのが脱粉・

バターの在庫問題ということでございます。 

 先般、野村農林大臣からも、在庫削減対策においては取り組むという、私たち生産現

場にとっては非常に大きな力をいただいたところでございます。改めて昨年度も行って

いただいておりますけれども、そこが今生産者も拠出金として在庫対策に取り組んでお

りますけれども、改めて在庫対策に対する今後の姿勢、取組内容を今の段階でお聞かせ

願えればなというふうに思っております。 

 そして、今先ほど大山委員からもありましたけれども、配合の関係でありますけれど

も、今回、第３四半期においては予備費、そしてまた基金の積み増しということで大変

御尽力いただいておりますけれども、今後においての第４四半期、そしてまた今後にお

きましてもこの円安、そして原料高ということで、非常にこの先もまだまだ不透明では

ありますし、逆にまず下がる要因はないのかなというふうに思っている中で、しっかり

その辺も所得確保に向けた取組をお願いしたいところでございます。 

 そして、また先般も農林水産委員会においても北海道の議員の先生からもお話ありま

したし、私たちもいつも大熊課長に御質問させていただいて、答弁をいただいておりま

すけれども、畜安法の関係についてでございます。 

 そして今、全国的な抑制対策、取組が重要なところだという中で、自由な契約の中で

の生産というものは法律上重々理解しているところでありますけれども、国としてしっ

かり全国的な酪農において抑制対策を取り組まなければ、国の事業、そして対策を打っ

ていただいても、やはり穴が空いている─穴が空いていると言ったら失礼ですけれ

ども、なかなかそういった自由な方々に、自由になってしまうと、スーパー等含めた中

での、また価格含めた、そういったところで最終的には、なかなか対策が目に見えてこ

ないのではないかなということで、改めて畜安法の、そしてまた今現在の、そして今後

の取組について御答弁いただきたいというふうに思っております。 

 あと１点、最後になりますけれども、今こうして、この11月から全国的に乳価の値上

げということで、約10円ということでありますけれども、今後北海道においては乳製品

価格ということで、今後交渉始まると思いますけれども、その中では価格が上がれば、

やはり消費が落ちるというような、やはり苦渋の選択もしなければならないということ

で、非常に苦労した中で、今は量よりも所得を確保していくということで今動いている

ところでございます。もちろん、乳価、そして今後決定していく補給金もそうですけれ
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ども、私たちが安定して酪農・畜産を経営できるような所得確保、これは今後、今、食

料安全保障検討委員会という議論をいただいておりますけれども、私たちも、私たちの

生活だけではなく、国民の消費者の皆様方にしっかり安心・安全なものを安定的に送り

たいという願いも重々大きな要因として持っているところでございますので、そういっ

た観点からも是非、国民の食料に対する思い─思いといいますか、対策ということ

を、また畜産局の皆さん方からも、今の段階での力強い、今後についての抱負をいただ

ければなというふうに思います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、リモートで御参加の駒井委員、よろしくお願いいたします。 

 

○駒井委員 

 どうも、京都の駒井と申します。食肉市場協会からの出席といたしまして、御意見申

し上げます。 

 まず、国産牛肉の価格状況については農林水産省の方々からの今の御報告のとおり、

コロナ禍にあって発生直後の暴落からは回復した、一昨年11月以降ですか、比較的安定

した水準にあり、また国産豚肉の価格についても比較的高い水準で推移しております。

流通に困難が生じている状況ではありません。ただし、牛肉についてはこの年末商戦に

向けて弱含み展開をしており、これは消費者が高い国産牛肉を敬遠していることの反映

と考えられます。この場で何度も申し上げましたが、消費者は頃合いのサシの入った、

手頃な価格の牛肉を求めているということを改めて申し上げておきます。 

 様々な肉用牛生産支援策が講じられ、増頭傾向にありますが、国内の消費者のニーズ

に応えるため、高級牛肉以外の牛肉を供給する努力も必要と考えております。 

 また、コロナ禍、物価上昇の影響について少しお話しします。 

 従業員とその家のコロナ患者が発生したことにより、私ども協会会員市場でも複数箇

所で業務を休止したところがございました。また、光熱水道料の高騰も経営を圧迫して

おり、私どもの会員へのアンケートでは、今年度の見込みが全国平均で令和２年度比で

30％を上回っております。そしてまた、個別事案ですが、前年同月比で見たガス単価、
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これが216％、２倍以上になった事例もあります。手数料での運営、3.5％の手数料の運

営ですので、市場としては価格転嫁は容易ではなく、大変苦しい状況にあることをお伝

えしておきます。 

 また、牛肉の輸出促進についても農水省による様々な支援策が講じられ、輸出量は増

加傾向にあるとのことですが、輸出の拠点となる輸出認定施設になること、及びそれを

維持すること、特にアメリカ、ＥＵ等先進国への認定施設となることにはまだまだ課題

があり、私ども卸売市場のうち米国への輸出可能となっているところは増えてきました

が、15か所にとどまっています。具体的な課題の解決と申しますのも、これもスポット

です。血斑の補償の対策と、並びに、継続的な技術面、資金面での支援をお願いしたい

と思います。 

 そして、一昨年来話題にしてきた原皮について─皮ですね─は輸出が少しずつ

戻りました。一時ほどの深刻さはないと聞いておりますが、卸売市場での価格は極めて

低く、低い水準にとどまっております。産業廃棄物とせず、処理場に使われる商品の原

材料として供給し続けられるような方策を準備していく必要があると考えます。 

 そして、豚熱、アフリカ豚熱等、家畜疾病の水際対策、防疫対策については全世界で

発生状況に合わせた、しっかりした対策をお願いいたします。特に今から10年前に発生

しました口蹄疫などが二度と海外からの持込みの菌によるということなきように、厚生

労働省の方々にも頑張っていただきたいと思います。 

 市場協会からは以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、同じくリモートで御参加の角倉委員、よろしくお願いいたします。 

 

○角倉委員 

 聞こえていますか。 

 

○三輪部会長 

 はい、聞こえております。お願いいたします。 
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○角倉委員 

 北海道の十勝の広尾町で酪農家をしています角倉円佳と申します。 

 私は、搾乳頭数が50頭規模の、総頭数で100頭ちょっとの牧場を１人で経営していま

す。１人でやれるのも、うちの地域にＴＭＲセンターだとかコントラだとか、あと育成

預託だとか、そういったシステムが整っているというところで自分１人でも回せている

という環境ではあるんですけれども、今の酪農情勢は、私はまだ酪農を始めて15年ぐら

いなんですけれども、今までで一番例を見ないというか、今までで一番厳しい状況だな

というふうに思っています。というのも、様々な価格が高騰されている。今まで発言さ

れた委員の方もおっしゃっているんですけれども、そういった価格が高騰しているとい

うことももちろんですし、その生乳を出荷して得られる収入プラス、私たちは子牛、生

まれた子牛、雄子牛だったりとかＦ１だったりとか、そういったものも貴重な収入源に

なるんですけれども、そういった子牛の価格が今までの半分ぐらいになってしまって、

ホルスタインの早く生まれた子牛とか、早く生まれた雄子牛だったりとか、双子で小ぶ

りに生まれてしまった子牛は持っていけないから殺してくださいとか言われています。

そうやって自分たちが大事に育てている牛をそういうふうにしなきゃいけない現状があ

るのは、やっぱり酪農をしていて残念だなというふうに思います。何かこんな悲しくな

るつもりもなかったんですけれども、ついつい。すみません。 

 それで、こういった状況になってしまっているのは、酪農家に限らず、ほかの方々も

そうだなというふうには思っているんですけれども、いろいろなところで会う酪農家さ

んがみんな暗いというのが今の現状だなというふうに思っています。何というか、前向

きになれないというか、今も自分の牧場自体も、生産を落として、落としてというふう

に言われて、牛を出荷したりとかもしているんですけれども、でも出荷した牛でさえも

価格が付かなかったりとか、今まではらみ、初妊で売っていた牛も半分ぐらいの価格で

しか売られなかったりとか、何かそういった現状にあるのがすごく、何か明るい話題が

ないのがすごい残念だなというふうに思っています。 

 ただ、来年も減産方向でというふうに言われているので、もちろんそのようにやって

いくしかないし、そこはこれを乗り越えていこうという気持ちはもちろんあるんですけ

れども、その先、例えば令和５年度はちょっと減産でと言われているので、そこを守っ

たとしても、その先に私たちが明るく見られるのかなって、搾乳したい、搾りたいと思

ったときに搾れるのかなというのは、何か私たちの気持ちが上がるようなふうになった
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らいいのになというふうに思っているところです。 

 農水省の方もいろいろ牛乳消費のために動いてくださって、「牛乳でスマイルプロジ

ェクト」とかやられていると思うんですけれども、まだまだ認知が少ないというか、９

月が毎年消費が一番多い月と言われている中で全然伸びてこなかったりとか、何かそう

いう、せっかく「牛乳でスマイルプロジェクト」とかということをやっているのに、な

かなか周りの人には広がっていないんだなというのを正直実感しています。 

 というのも、私自身もそこのプロジェクトに参加させていただいて、いろいろな牛乳

に関わっている企業さんとかのお話を聞く機会があったんですけれども、自分が生産者

としてびっくりするぐらい積極的に牛乳を消費してくださっているなというふうに思っ

たんですけれども、まだまだ何かそういうことが知られていないんだなというふうに思

っているので、何か今まで現状でどうにもならないことはたくさんあるんですけれども、

でもその現状を理解して、みんなでなかなか伸びない牛乳消費を呼び掛けていかないと、

私たちが生産しているものをどうしても捨てざるを得なくなるんじゃないかなというふ

うに思いますし、実際自分の周りの酪農家さんも、もう捨てる覚悟で絞っていくしかな

いみたいな、財産となる牛を手放してもいるけれども、それでも間に合わないからもう

捨てる覚悟で絞っていくしかないなと、生き残るにはそれしかないかなというふうに思

っているところです。そういった現状を私は理解してほしいなというふうに思っていま

す。 

 何かちょっと乱れた感じになってしまって申し訳ないです。以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、続きまして畠中委員、よろしくお願いいたします。 

 

○畠中委員 

 福岡県で採卵養鶏をやっております畠中と申します。 

 規模としては、成鶏羽数７万羽ぐらいと、あとはもともと育雛場なので、育雛羽数が

また10万羽ぐらいの農場です。 

 規模はすごく小っちゃくもない代わりに、雇用も60人ぐらいしていますので、６次化

もしていまして、60人ぐらいいますので、今の鳥インフルエンザが蔓延していたりとか
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いろいろする中で非常に厳しい状況の経営体かなとは思っております。 

 もう皆様おっしゃるように、今もうとにかく採卵養鶏も─まあ、全畜ですけれど

も、飼料高騰で非常に厳しい中、さらに採卵鶏は全畜平均よりもはるかに値上がり幅が

大きいというところもあって、もう本当に厳しくて、どんどん今までの蓄えを吐き出し

ながら、もう吐き出し尽くして、お金の融資をお願いしながら経営している状態になっ

てきています。 

 そこにもってきて今年は、もう皆様御存じのとおり鳥インフルエンザが今日の段階で

６例目ですか、国内。この時期に６例って、もう本当に気が気じゃないです。養鶏、採

卵鶏、もちろん養鶏業界みんなですけれども、さらに採卵鶏の場合は、去年も申し上げ

ましたけれども、なかなか再生産まで大変なことになるし、再生産ができたとしても、

市場がもうなくなってしまっていたりとか、その間の雇用、うちなんかも60人からの雇

用をその間１年以上守るなんていうことは到底考えられない状況でどうやって、これが

もしうちに発生した場合に、再生産やろうという気になれるかと思って、到底私は、そ

の可能性すら見いだせない。もうそういう状況の中、毎日生産していて、もううちの農

場のスタッフとかから昼間電話があったら、取るのをためらうぐらい、もしかして死亡

数が増えたんじゃないかと思って、ちょっと本当にもう電話を取るのが嫌になるぐらい

の毎日を今送っています。 

 うちがもし発生したときには、うちだけではなくて、うちは育雛場で、ほかのところ

の育雛も請け負っていますので、採卵鶏の場合とかは、もう１年以上前から計画をみん

な立てて、その分をうちが育雛を請け負って、ひよこももちろん孵化場から買って、ひ

よこを育成して、それを生産者さんに売っているので、うちがもし鳥インフルエンザ発

生したら、うちの後の養鶏場にまでも１年以上えらい迷惑を掛けてしまうし、そういう

サプライチェーンと言うんですか、それがもうなし崩しにがたがたいくのが採卵鶏だと

思うので、ほかの畜種とかとはまたかなり違う状況なんじゃないかなと思うんですけれ

ども。そういうところで、もう本当にこれだけたくさん出たら、どこが雪崩を起こして

連鎖倒産してもおかしくないなという危機感を本当につくづく感じています。 

 そういう状況でありながら、この２年間ぐらい……３年間か、ここの審議会の委員と

かさせていただいて話していて、つくづく思うのは、農林水産省の方には厳しいという

か、耳の痛いことでしょうけれども、現場のことが本当に伝わっているのかなと。例え

ば、いろいろな政策をしていただくんだけれども、先ほどおっしゃった化成肥料から有
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機肥料への補助金、変換営農補助金とか、そういうのもしていただいているけれども、

うちなんもそれを取り組みたいなと思っても、今までも余りにも生産者が、田んぼの方

とかがマッシュじゃ駄目だと。もう鶏ふんは振る人がいないから、鶏ふんとか化成……

何ですか、有機肥料。なので、もう化成肥料に替えました。老人ばかりになって、今ま

では振っていたけれども、それが振れる人がいなくなったから、もう化成肥料に替えま

したとかというところがもうここ10年以上続きまくったので、うちも堆肥のところの施

設・設備をかなり縮小しているような感じ。もう売れるだけでいいやという、ただでい

いから持っていってくれりゃいいやというような感じのところに縮小していたところに

もってきて、これの補助金が出たからといって、いろいろ引き合いはいただくんですけ

れども、引き合いいただいても、うちの設備がもう古いので、そこにまだこの苦しい状

況の中、設備投資をする余裕が全くないんです。補助金は大体、鶏ふんの堆肥舎の補助

金とかというのは、何か性能が良くなったりとか、何か拡大したりとかじゃないと出な

いので、今あるものの置き換えは出ないんだと思うんです。そうしたら、もうみんな自

費ではとてもできないから、幾ら売ってくれという人が増えても供給できないなという

のが一つ非常に思っていること。 

 あと、今日も話題になっていた鶏卵生産者経営安定対策事業です。これも今物すごく

生産者の間で評判が悪くて、来年はもう入らないとかという人もよく聞くんです。出な

い。苦しいときに出なくて、何のためにあるんだというような話を非常に聞きまして、

これも本当にここに書いてあるとおりになればすばらしい、需給バランスの問題とか、

空舎延長事業とかがちゃんと回ればいいのかもしれないんですけれども、去年もおとと

しも私言っていますように、空舎延長事業に乗りたいと思っても、廃鶏業者が受け取っ

てくれない。もうそういうキャパがないから、とてもじゃないけど、引き受けられない

というようなことがよく聞くので、それじゃ、結局絵に描いた餅でしかなくて、そうす

るとみんなが、これもう入っておってもしようがないから抜けようというような、この

厳しい状況になって言われている。そうしたら、この制度自体が崩壊してしまうんじゃ

ないかと思うんです。ましてや、うちみたいな小規模なところ、６次産業化していると

ころは、うちも10年ぐらい前まではやっていましたけれども、掛けていましたけれども、

今入っていません。というのは、６次産業化しているところには、非常に証拠書類を残

すのが物すごく負担なんです。だったら、もう入らない方がいいやとなって入っていな

いんですけれども、本来はこれは全員が入って、その制度を回していくべきだと思うの
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で、何とかそこら辺をもうちょっと、みんなが本当に入りたくなる、入っておこうと思

える制度にしていただきたいなと思っています。 

 すみません、長くなりましたけれども、どうぞ、厳しい、苦しい状況の生産者を何と

かやる気にさせていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、ただいま４名の委員の皆様から御意見をいただきました。なお、リモート

で御参加の里井委員について、先ほど御退室をなされております。 

 それでは、ただいまの各委員からの御意見、御質問につきまして、農林水産省からま

とめて御回答をいただければと思います。 

 

○大熊牛乳乳製品課長 

 牛乳乳製品課長の大熊でございます。 

 酪農に関していろいろ御意見をいただきました。非常に苦しい状況であるということ

は我々も十分理解しておりまして、必要な対策をこれまでも講じてきたところですし、

今後も打っていくということでございます。 

 いただいた意見の中で、まず串田委員からお話ございました需給調整の話でございま

す。御承知のとおり今年度は全国の生産者、そして乳業メーカーが協調して在庫対策に

ついてお金を出して在庫低減対策を全国で取り組んでいるという中で、国も支援をして

在庫低減対策に取り組んでいるところでございます。そして、今後についても、北海道

では今年度既に抑制的な生産に取り組まれているところでございますし、更に今年度、

より抑制をするという御判断をされたということでございますけれども、都府県におい

ても生産抑制について追加的な取組をするとされているところでございます。 

 こうした形で、今全国で生産抑制に向けて取り組まれているということで、国もどう

いった取組ができるかということを考えていくということでございます。 

 それと、在庫対策について今後の取組の内容について教えていただきたいという話が

ございました。これについては今申し上げたとおり、今年度についてはコロナ前の水準

に戻すということで国もお金を出して、生処官生処官生処官で取り組んでいるところで

ございますけれども、これはコロナの前の水準に戻すということでやってきたわけで、
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今、政府全体でウィズコロナの方向に向かっている中で、同じようにコロナを理由にし

て同様の措置を再度行うということはなかなか難しいというふうに考えております。 

 一方で、今生産者団体の方で飲用乳価引上げに伴う需要減少、これで発生する脱脂粉

乳などについて、自らが長期保管、市場隔離するという取組を検討しているというふう

に承知しておりまして、国としてもこれに対して何らかの支援を行うことを検討してい

るというところでございます。 

 それから、畜安法についてお話がございました。全国的に抑制に向けてしっかり取り

組んでいく中で、言わば、穴が空いているというような話もございました。これについ

ては、法律的なところは既に御承知かと思いますけれども、酪農家が農協の事業を利用

するかどうかというのは自由でございますし、畜安法改正前からも、いわゆる系統外に

出荷するということも可能でしたし、複数に出荷するということもできていたというこ

とでございますけれども、現状、系統に出荷している方、あるいは系統外に出荷してい

る方それぞれ、どこに出荷しているかにかかわらず、非常に苦労されているというふう

に聞いております。生乳出荷先が指定団体であるか否かにかかわらず、酪農家自身が変

化する需給状況などを理解して需給緩和に適切に対応できるように農林水産省としても

需給状況等の情報発信を丁寧に行っていきたいというふうに考えております。 

 それと、安定的に経営できるようにというお話もございました。今非常にコスト高と

いうことでございますけれども、生産コストの上昇については価格に転嫁するというの

が基本であるというふうに考えております。価格転嫁できる環境になるように、我々も

どういうことができるかということを考えていきたいというふうに考えております。 

 それと、角倉委員からお話ございました。非常に苦しい胸の内を明かしていただきま

した。非常に苦しい中で、特に飲用向けの乳価、10円上がるといっても、北海道ではそ

れほどの恩恵がないという中で非常に厳しい状況かと思いますけれども、その中で、今

消費拡大の話がございました。今「牛乳でスマイルプロジェクト」というのをやってお

りますけれども、これも我々も一生懸命営業活動をやっておりまして、単にホームペー

ジに載せるといったことだけではなくて、数十の会社に自ら出向いたりとか、電話した

りとか、200を超えるようなところに直接赴いたり、電話したり、メールしたりという

ことをやっておりまして、190を超える企業・団体にメンバーになっていただいている

ということでございます。 

 企業独自の消費拡大に向けた取組ですとか、あるいは企業の枠を超えた異業種での連
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携した取組というのが、今でも既にオープンになっている部分もありますけれども、今

後出てくる部分もあるということで、消費拡大に向けて各企業さん、団体さんも取り組

んでいただいているので、我々としても更にこれを広げていきたいと、汗をかいていき

たいというふうに思っております。 

 いずれにしましても、需要の拡大に向けて、今申し上げた取組をやっていくとともに、

価格転嫁ができる環境整備をしていくということで取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○猪口食肉鶏卵課長 

 続きまして、食肉鶏卵課長でございます。 

 まず、駒井委員からの御質問、御指摘に対してでございますが、まず光熱水量の高騰

なども含めた食肉市場の経営についてお話をいただきました。 

 最近の光熱費の上昇につきましては、畜産関係、食品製造関係だけでなく、全産業に

おける課題だと認識しております。こういった中で、政府では電気やガス料金の上昇に

対する対策としまして、従来から行っている地方創生臨時交付金などを活用した支援に

加えまして、今般決定した緊急経済対策において電気料金の急激な上昇の影響を受ける

家庭や企業に向けた思い切った負担軽減策を講じる、こういったことが決定されまして、

その具体的なやり方などについて現在検討が行われているものと承知しております。こ

うした支援によりまして、食肉処理施設の負担軽減が図られることを期待しているとこ

ろでございます。 

 続きまして、輸出につきまして、牛肉について重点品目と位置付けまして意欲的な目

標を掲げて輸出促進に取り組んでいるところでございます。御指摘いただいたとおり、

対米輸出認定を受けると畜法によって血斑、シミの発生によって損害が生じているとい

うのはお聞きしておりまして、食肉処理施設における血斑発生対策のための設備の改

良・導入なども含めまして、引き続き必要な予算を確保して対応してまいりたいと思っ

ております。 

 京都市場は血斑の発生率がほかと比べまして非常に低いとお聞きしておりますので、

こうした先進的な取組が横展開されていくことを大いに期待しているところでございま

す。 
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 皮、原皮につきまして御指摘いただいたとおり、原皮につきましては牛の皮は約半分

が、豚の皮はほぼ全量が輸出されているため、その取引価格は海外の需給動向、あるい

は為替の状況、世界経済の行方に左右されているというところではございます。引き続

き取引価格や原皮産業の動向を注視してまいりますが、御指摘のあったとおり、畜産副

産物である原皮が産業廃棄物として処理されるのではなく、有効活用されることが大事

だと思っておりまして、ゼラチンなど新たな需要開拓に向けた業界の取組を期待してい

るところでございます。 

 続きまして、畠中委員から採卵養鶏の経営の苦しい状況をお聞きいたしました。鶏卵

につきましては、生産サイクルがほかの畜種と比べて短く、自給率も高くて、短期間で

需給調整がしやすく、そういう状況の中で最近は生産コストの上昇による減産傾向もあ

って、卸売価格は例年よりも高い水準となって、一定程度の価格転嫁は進んでいると承

知しております。 

 一方で、配合飼料価格の高騰の中で、採卵養鶏はコストに占める餌の割合が非常に高

くて、非常に経営が苦しい状況、こちらは承知しております。採卵養鶏については先ほ

ども御説明いたしました対策事業によりまして、価格の低落した場合の価格差補塡、更

に低落した場合の需給改善の取組を支援しておりますが、本年度につきましては基金残

がある状況も踏まえまして、第３四半期、第４四半期の生産者の負担金の納付免除、こ

れらにより生産者の負担軽減を図るという臨時・特例的な措置を講ずることとしたとこ

ろです。 

 こうした取組に加えて、金融支援なども併せて、経営の安定を引き続き支援してまい

りたいと思っております。 

 また、小規模な生産者が事業に参加しづらい状況があるというお話もありました。こ

ちらは、本年２月から４月にかけて行った検討会でも論点の一つとなりまして、先ほど

も御説明の中に触れさせていただきましたが、成鶏の出荷時期を小規模農家・生産者に

限って10日間拡張するなど、事業に、より参加しやすい仕組みというのを含めて予算要

求をしているところでございます。 

 また、事業の参加に際して証拠書類が面倒で加入がしにくいというお話もいただきま

した。こちらは、どういった点に課題があって、何ができるかというのを引き続き考え

たいと思いますので、また具体的に教えていただきまして、是非多くの生産者の皆様が

事業に参加していただけるような形にしてまいりたいと思いますので、引き続き御指導
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いただければと思います。 

 以上です。 

 

○犬飼畜産振興課長 

 畜産振興課長でございます。 

 駒井委員から、手頃な価格の頃合いの良いサシの入った牛肉をというお話がありまし

た。肥育期間の短縮とか適正化については先ほど大山委員のところでもお話をしました

が、今後牛肉の輸出を増やしていくときに、どうしても輸出される部位がロイン系に偏

重するという傾向は今後も続くと思いますので、残りの部位をどうやってうまく消費を

していくのかという課題が輸出を拡大していく上でも大事な課題なんじゃないかなとい

うふうに思っております。 

 ですので、ロインでしっかり稼いで、その分をほかの部位について手頃な価格で国内

に供給していくようなことも皆さんと一緒に考える必要もあるのではないかと考えてお

ります。 

 畠中委員から家畜排せつ物についてお話がありました。みどりの食料システム戦略な

どの議論をする中で、耕種側からも、もう少し有機物を地面に入れないと、非常に地力

が落ちているという話がありまして、２年ほど前ですか、肥料取締法を改正して、いわ

ゆる堆肥と、それから化学肥料成分を混ぜやすくしたりするとか、そういうことをこの

二、三年、いろいろとやってまいりました。 

 そういった中で、御指摘のあったように、肥料そのものをまくのが耕種農家でも非常

に大変だという話がありますので、できれば１回まけば必要な肥料成分が入っているよ

うな、そういう形にするために、家畜堆肥をベースにして、そこに化学肥料成分を足し

たような、そういったＢＢ肥料とか、そういうものを肥料メーカーも作っておりますの

で、私どもとしてはこれまでのように畜産農家に相手を探してくださいというのでは限

界もありますので、そこに化学肥料の知見を持った化学肥料メーカーに介在してもらう

ことによって、より畜産農家から出てくる窒素・リン・カリの成分をうまく使って、な

おかつ耕種側も使いやすいような、そういった肥料を提供する、そういう体制を作って

いきたいと考えております。 

 予算の関係ですけれども、令和３年度の補正予算で堆肥の高品質化ですとか、ペレッ

ト化について２分の１の補助をする事業があるんですが、この２分の１の補助率という
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のは、なかなか畜産の排せつ物は産業廃棄物に該当するので、廃棄物処理に対して国が

支援をするというのは非常にハードルが高い中で何とか２分の１の理解をしてもらって

いて、ここはなかなかハードルが高いのですが、昨今の生乳の需給ですとか、それから

子牛の値段が非常に下がっていますので、そういった中で増頭要件がかかってしまうと

事業そのものが動かなくなってしまうということがありますので、先般、財務省にもお

願いに行って、増頭要件を外して、もっと実際に堆肥の外部外部への販売を増やすとか、

現実的な要件に見直しをしましたので、そういったことについてもよく皆さんにお知ら

せをして使っていっていただけるようにしていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

○石川動物衛生課長 

 動物衛生課長の石川でございます。 

 駒井委員からありました豚熱・アフリカ豚熱の水際防疫対策についてでございますけ

れども、この家畜伝染性疾病の対策につきましては、農場に病原体を入れないための飼

養衛生管理の徹底が最も重要であると考えております。この基準が遵守されるように、

都道府県と連携しまして指導を徹底しているところでございます。特に養豚家の皆様に

は、３か月ごとに一ということで自主点検を今お願いしているところでございます。 

 農林水産省としましても、消毒機器や防鳥ネットの整備に対しましては消費・安全対

策交付金により引き続き支援を行っていきたいと思っております。 

 また、口蹄疫ですとかアフリカ豚熱といった海外の疾病に対しては、国内の侵入を防

ぐために動物検疫所におきまして家畜防疫官の増員、また検疫探知犬の増頭を進めると

ともに、空海港や国際郵便における水際対策の強化を図っているところでございます。 

 引き続き関係者と危機感を共有しまして、家畜の伝染性疾病の対策に全力を挙げてい

きたいというふうに思っております。 

 あと畠中委員からございました鳥インフルエンザ、早い時期での発生ということで、

大変心配をされているというお話がございました。シーズン前に特に欧米、北米ですと

か欧州において引き続き高病原性鳥インフルエンザの発生が多いということで、例年に

も増して早い時期に現場への注意喚起をしてきたところでございます。 

 一方、我が国では９月の下旬の早い時期から野鳥での感染事例が確認されるとともに、

家きんでは10月28日の岡山県での発生が確認された後、各地で相次いで高病原性鳥イン
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フルエンザ、これまで４道県の６事例が確認されているところであり、引き続き最大限

の警戒が必要な状況だと考えております。 

 一方で、やるべきことはもう明確だと思っております。農林水産省としましては、都

道府県に対しまして鳥インフルエンザの早期発見・早期通報はもちろんのこと、日頃か

らの飼養衛生管理、これに尽きると思っております。これを改めて通知するとともに、

養鶏家の皆様には10月以降、来年の５月まで月１回の自主点検をお願いしております。 

 今後とも、総理指示を踏まえまして、関係者と連携して、発生予防と蔓延防止に取り

組んでまいりたいと思っております。 

 

○三輪部会長 

 御回答ありがとうございました。 

 それでは、続きまして羽田委員からよろしくお願いします。 

 なお、今大体20分、25分ぐらい押しておるところでございますので、大変恐縮でござ

いますが、御質問、御回答ともに少しコンパクトに努めていただけると助かります。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○羽田委員 

 羽田と申します。よろしくお願いいたします。 

 私は中小企業診断士、社会保険労務士として活動しておりまして、いわゆる経営コン

サルタントという者です。専門としては、組織・人材に関するコンサルですとか、ケー

キ屋さんとかレストランとかという、いわゆる製造小売業を含む流通業のコンサルを主

にしております。畜産業関連との関係と申し上げますと、いわゆる畜産団体さんの数団

体のいわゆるアドバイザリー顧問ということ、そういう団体さんの顧問をさせていただ

いております関係で、恐らくここに座らせていただいていると思っております。 

 私の自己紹介は、以上です。 

 ２点ほど申し上げたいなと思っております。 

 とても瑣末なところで申し訳ないんですけれども、資料３の16シートで、私の専門の

ところでもあるので、少しお話しさせていただきたいと思います。 

 労働負担の軽減ということで、１人当たり年間平均労働時間というところで、まだま

だ酪農、ほかの業と比べて多いというお話だったんですけれども、私、介入先で建設業
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あるんですけれども、2,080なんです。プラスアルファで、これ残業入れていないので、

いわゆる所定労働時間が2,080、プラス残業が入るので、これを見ていると、なかなか

負担軽減をされてきつつ、皆様ＩＴＣとか入れてされているのかなとは思っているんで

すが、多分恐らくこの製造業とか建設業との違いって長い休み、休日を取れているか、

取れていないかのところだと思うんです。なので、そういった指標も、多分恐らく休日

の指標がなかなかないかもしれないんですけれども、そういうところ、長く休日が取れ

るような働き方ができるというところももう少し観点として入れてもいいのかなと思い

ました。 

 ２点目ですけれども、なかなか皆さん、先ほどから伺って大変勉強になる、いろいろ

厳しいお話等々を伺っております。シンガポールの自給率が今10％ということでお話を

伺って、耳にしたことがあるんですけれども、それと比べたら日本はすごく頑張ってい

るところなのかなと考えております。が、しかし、シンガポールも30年、2030年には

30％にしたいということで頑張っているので、日本もまだまだかなとは思ってはおりま

すけれども、先ほどの石田委員のお話、とてもうなずいて伺っていたんですけれども、

いわゆる売上げを伸ばすところが本当に成長なのかというところもありまして、ミクロ

というか、１事業でもそうなんですけれども、いわゆる本当の成長というのは付加価値

どれだけ残せるかというところだと思いますので、利益をどれだけ、いわゆるキャッシ

ュアップっておっしゃっていましたけれども、利益が粗利になるのか、営業利益になる

か、最終利益になるかってまたいろいろあると思うんですけれども、どうやって付加価

値を上げていくかというところのコストも見ながら、売上げも下がっても付加価値が上

がるというところも見ていくべきなのかなと。それはミクロで一つの企業さんもそうだ

と思いますけれども、日本全体、畜産業全体も、成長って何なのといつも考えてしまう

んですけれども、そこの付加価値をどうやって上げていくか、利益をどう残していくか

というところの何か考え方ももう少し入れてもいいのかなって皆さんのお話を伺ってい

て、すみません、現場の厳しいお話をされている中で、こういったきれいごとに聞こえ

てしまうかもしれませんけれども、そういった視点も、観点も必要なのかなと思って聞

いておりました。 

 私からは以上になります。 

 

○三輪部会長 
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 ありがとうございます。 

 続きまして、馬場委員よろしくお願いいたします。 

 

○馬場委員 

 ＪＡ全中の専務をやっています馬場と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 最近の畜酪を取り巻く厳しい状況を踏まえて皆様も御意見ありましたけれども、何点

か申し上げたいと思います。 

 まず飼料価格高騰で畜産・酪農経営が厳しい状況におかれる中で、予備費を活用した

飼料価格高騰対策を措置いただいたことについては御礼を申し上げます。しかし、今後

も飼料価格の高騰・高止まりが懸念される中で、生産現場は畜産・酪農経営とも、依然

として不安を抱えております。先ほど角倉委員からも厳しい状況のご報告がありました

けれども、配合飼料価格が高止まりするなか、コスト負担の上昇を回避する影響緩和対

策や、粗飼料価格の高騰や副産物価格の下落の影響も受ける酪農経営の改善に向けた支

援策について、価格・経営動向を踏まえて、適切な対応を今後ともお願いしたいと思い

ます。 

 また、補正予算でも基金の積み増しを措置いただきましたけれども、民間財源の枯渇

も懸念される中で、配合飼料価格安定制度の安定的な運営に向けた運用改善などについ

ても御検討をお願いいたします。 

 次に、国産飼料の生産・利用拡大についてであります。食料安全保障の観点からも輸

入依存度の高い飼料穀物、あるいは稲わら、牧草などの国産粗飼料についても、生産・

流通・利用の拡大を図ることは非常に重要であります。先ほど小山委員からもご発言が

ありましたが、全農が宮城で子実用とうもろこしの生産の実証試験を行っております。

ＪＡグループもそうした取組も進めているところであり、今回、補正予算で飼料自給率

の向上に向けた思い切った対策・予算を盛り込んでいただきました。その対策について

周知しつつ、更に取組を進めてまいりたいと考えていますが、飼料の供給・利用拡大に

ついては、圃場整備に加えて流通・保管の整備、さらには耕種農家と畜産農家の連携な

ど、数々の課題があると考えています。 

 みどりの食料システム戦略も踏まえて持続的な畜産生産を図っていくためにも、この

点は重要でありますので、引き続き国を始めとして行政による十分な支援をお願いいた

します。 
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 また、中長期的には再生産に配慮された適切な水準で価格が形成されることが、我が

国の消費者に安定的に畜産物が供給されていくためにも重要であります。先ほど持続的

な畜産物生産の在り方検討会の話もありましたけれども、取組を進める上ではコスト増

が価格に反映されることについて消費者に対する理解醸成が必要なわけで、その点は先

ほどのご説明だと実際はこれからということのようではありますが、このことが食料安

全保障上も極めて重要であると考えています。 

 ＪＡグループでは、環境調和型農業の推進に取り組むほか、毎年10月を「国消国産月

間」と位置付けて、国民理解の醸成と適切な価格形成の実現に向けた全国運動を実施し

ておりますが、ＪＡグループだけの取組では限界であります。 

 畜産・酪農の置かれた現状や意義、それから適切な価格形成の必要性について、流通

業者・消費者の皆さんにも御理解いただけるよう、政府としても広く国民への理解醸成、

働き掛けをお願いしたいと思います。また、現在食料・農業・農村基本法の見直しの議

論がされています。再生産に配慮された適切な価格形成の実現を図るための仕組みの構

築の検討についてもお願いしたいと思います。 

 次に、生乳需給であります。コロナもあり、長引く生乳需要の低迷で、昨年度の年末

年始、それから年度末も、処理不可能乳の発生が懸念されていましたが、業界一体とな

った取組、国の支援、それから消費者の皆様方の御協力によって何とか乗り越えること

ができました。しかし、今年度は昨年以上の消費減退も懸念されております。全国の生

産者団体で更なる生産抑制、あるいは在庫の縮減に向けて努力をし続けており、具体化

はこれからかと思いますが、補正予算でこうした生産抑制や乳製品の在庫の長期保管の

取組への支援を盛り込んでいただきました。国産チーズの対策も盛り込んでいただきま

した。 

 他方で、先ほど石田委員から経営改善上、減産の方向にというお話もありましたが、

全国の酪農経営、それから生乳需給の安定化に向けて、全国で生産者団体が生産抑制を

含む懸命な需給調整を行っておりますが、現行制度の需給調整上の課題、これについて

は串田委員からお話もありましたが、情報提供のみならず、必要な対策をお願いいたし

たいと思います。 

 また、年末にかけて、また加工原料乳生産者補給金の単価等の決定ということになり

ますが、急激に厳しくなっている直近の生産コストの動向を踏まえて適切な対応をお願

いいたしたいと思います。 
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 最後に、畠中委員からも言われましたけれども、例年になく早い時期に、相次いで、

鳥インフルエンザが発生しています。殺処分羽数でいえば、昨年水準程度の発生事例に

なっています。ＪＡグループとしても、生産現場への注意喚起を行っておりますけれど

も、県段階、市町村段階において、行政を含めて、関係者が連携してウイルス侵入防止

等に徹底して取り組む必要があると考えていますので、国からも引き続き適切な御指導

をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 続きまして、彦坂委員、よろしくお願いいたします。 

 

○彦坂委員 

 神奈川県で採卵養鶏を営んでいる彦坂と申します。よろしくお願いいたします。 

 やはり配合飼料価格が上昇して、これに円高が拍車をかけて配合飼料は高止まりをし

ています。更なる高騰におびえているのが現状であります。 

 先ほどお話がありましたように、鶏卵価格は現在上昇していますけれども、しかし、

配合飼料のみならず、物流、包装資材、エネルギー、人件費、様々なコストの上昇で高

卵価のメリットはもう相殺されて、多くの養鶏経営は赤字であることをいま一度訴えた

いと思っています。 

 先ほど資料でお示しいただいた、配合飼料の補塡と実施状況の図を見ても、今現在が

いかに異常な状況かというのはこの図を見れば明確に分かると思います。今までの配合

飼料の補塡等については、当然全額補塡ではなくて補塡残が出てくると思うんですけれ

ども、今までの値上がりと補塡とはレベルが全く違うので、補塡残も明確に非常に大き

なコストアップとして経営の足を引っ張っていくような形になっているんではないかと

思っています。 

 その中で畠中さんもおっしゃったように、安定対策事業等については、やはり業界と

の共通認識、業界の言ったとおりということではなくて、どういう仕組みでということ

が共通の認識で持たれるような形、そういう形があると有り難いかなというふうに思っ

ています。 

 その中で、配合飼料等のコストをより現状の生産費に、よりタイムリーに反映させる
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ような方法はないのかということも是非訴えていきたいなというふうに思っています。 

 繰り返しになりますけれども、補塡基準価格というのは生産費を保証するものではな

くて、飽くまでも経営のセーフティーネットの機能を有するものだというふうに認識し

ています。 

 しかし、逆に言えば、少なくとも経営のセーフティーネットの機能が意図されている

んであれば、補塡基準価格の設定については、より生産コストを反映するものでなけれ

ばならないというふうに期待しています。 

 大変本当厳しい状態なんですけれども、前回─去年かな、こちら側に伺ったとき

に、今の畜産を取り巻く状況って経営が傷むとかというレベルじゃなくて、災害に遭う

ようなレベルじゃないかと思っていますということを前回お話ししたけれども、よりひ

どい状況になっているんだなというふうに思っています。何とか自分たちの努力、経営

努力もそうですし、価格の価格転嫁かな、も含めて努力することはたくさんありますけ

れども、使える様々な、使える、できるだけ国の方では様々な施策を組み入れて、組み

合わせて、それを使いながら畜産農家を支えていただくような形をお願いできればなと

いうふうに思っています。 

 あと、ちょっと矮小な話なんですが、酪農の方たち、本当に大変だなというふうに思

ったんですけれども、余談になりますが、長女の嫁ぎ先では子供が３人いるんですけれ

ども、毎週に１リットルの牛乳を家庭で７本以上飲んでいます。乳価が上がっても飲み

続けるというふうに言っていましたので、そんな方、家庭がたくさん増えれば、酪農の

方の少しでも助けになるかなと。人のことを心配している場合じゃないんですけれども。 

 では、以上で、これで終わりにしたいと思います。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいままででいただいた質問、御意見に対しまして、農林水産省より御

回答いただければと思います。お願いいたします。 

 

○関村企画課長 

 羽田委員から御質問がありました酪農経営の労働負担の軽減の部分でございますけれ

ども、休日に関する統計データがありませんが、家族経営ですと、酪農ヘルパーを利用
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して休日を取るという形になります。 

 それで、酪農ヘルパーの利用状況について16ページの右下のところに掲載させていた

だいていますが、令和２年度、年間で23.7日、今取られているところでございます。 

 

○冨澤飼料課長 

 飼料課長の冨澤でございます。 

 馬場委員からお話がありました飼料価格高騰に対する対応というところでございます。

御発言の中にありましたけれども、９月の予備費を活用いたしまして、配合飼料価格が

高騰して通常補塡、異常補塡だけではなかなか支え切れない部分を国費で別途支援する

ということで対策を第３四半期分として措置いただきました。 

 また、先ほどのお話と重なる部分があるんですが、配合飼料価格安定制度、これをし

っかりやっていけるように対応していくということと、経営安定対策と連携して御支援

をしていくということかと思います。 

 また、先ほど積み増しについてというお話もありました。全農のくみあい飼料さんや

飼料メーカーさんも含めて、皆さんこれまで665億円の異常補塡の積み増しに対して対

応いただいてきた中で、これ以上の部分は厳しいというお話も伺っておりますが、引き

続き農家さんの御支援をどうしていくのかということで、皆さんの苦しい状況は理解し

つつ、どういった対応ができるのかということで御相談させていただければというふう

に考えておるところでございます。 

 また、今後こういった中で飼料生産、国産の飼料生産に取り組んでいくことが重要だ

ということで、また一方で耕畜連携の課題等があるというお話もいただいております。

私どもも先般、閣議決定されました総合経済対策の中で飼料自給率向上に向けて総合的

な対応をしていくということで、畜産農家と耕種農家さんの連携強化の取組への支援と

か、草地改良によります高栄養牧草の導入によります生産拡大、国産粗飼料の流通体制

の構築ということで、国産飼料を流通していくような仕組みの支援なり、こういったと

ころもいろいろ考えているところでございます。 

 いろいろ課題があるところではございますけれども、いろいろアドバイスをいただき

ながら取組を支援してまいりたい、促進してまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 
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○大熊牛乳乳製品課長 

 牛乳乳製品課長でございます。 

 馬場委員からお話が幾つかございましたけれども、まず酪農経営の改善に向けた支援

策ということでございました。先ほどもお話しさせていただきましたけれども、コスト

増については価格に転嫁するというのが基本であると考えております。そうしたことが

できる環境づくりに取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 それから、コスト増による価格転嫁について、消費者への理解醸成をというお話がご

ざいました。酪農については「牛乳でスマイルプロジェクト」も活用して、広く国民の

皆さんに働き掛けていきたいというふうに考えております。 

 生乳需給の関係で現行制度上の課題を踏まえた対応をというお話ございましたけれど

も、様々な立場の方に広く需給状況等についてしっかりと情報を提供していきたいとい

うふうに考えております。 

 それから、補給金の話がございました。これについてはルールにのっとって算定して

いくということでございますけれども、これまで措置してきた予備費での、生産者の実

質負担下げているということも踏まえつつ、適切に算定していきたいというふうに考え

ております。 

 それから、彦坂委員から最後、牛乳をたくさん飲んでいるというお話がございました。

非常に有り難く思っております。引き続き、是非ともよろしくお願いしたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

 

○猪口食肉鶏卵課長 

 食肉鶏卵課でございます。 

 彦坂委員から、鶏卵生産者経営安定対策事業につきまして御指摘をいただいておりま

す。 

 本事業の補塡基準価格、こちらは12月に向けて算定してまいりますけれども、鶏卵価

格の状況や配合飼料価格などのコストの変動、こちらもしっかり勘案しまして、ルール

に即して算出していくということでございますけれども、生産コストをもっと反映させ

るべきという御指摘をいただいております。自給率が非常に高い鶏卵については、輸入

が比較的多い牛や豚などの畜種と異なりまして卵価が上昇しても鶏卵の輸入はほとんど
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増加することがない、国内における需給は国産だけで決まるという特徴がございます。 

 こうしたことから、仮に生産費を基に補塡を行った場合、需給が緩和して価格が低迷

しても需要に見合った生産が行われず、恒常的な生産過剰による更なる価格下落を招く

おそれ、こういうおそれがあることから、過去の鶏卵価格を基にした需給実勢方式によ

る現行の算定方式をやってきているというところでございます。 

 現在、極めて異常な状況であるという御指摘をいただいております。そうした中でも、

もちろん業界関係の方々だけでなく、利害関係のない有識者も含めて事業の検討会を行

って、正にこの需給調整の早期発動ですとか、あるいは補塡事業の補助率のアップです

とか、そうした御指摘も踏まえて、現在概算要求を行って、来年度の事業について方向

を定めているところでございます。 

 引き続き、関係者の皆様としっかり議論していきながら、共通認識を持って対応して

いけるように努力してまいりますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

○石川動物衛生課長 

 動物衛生課長です。 

 先ほど馬場委員からございました、高病原性鳥インフルエンザの短期間における発生

事例のお話がございました。ＪＡグループの皆様には、日頃から家畜衛生対策の推進に

御協力、御理解をいただいております。 

 鳥インフルエンザ対策につきましては、ＪＡグループも含めて地域一体となった取組

が大変重要であると考えております。引き続き、関係者が連携して取り組むこととして

おります。 

 また、先ほど畠中委員にお話しした部分については割愛いたしますけれども、昨今の

この発生状況につきましては、大変強い危機感を持っております。いずれにしましても、

総理の指示を踏まえまして、発生予防と蔓延防止に全力で取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、委員からの御意見、御質問に戻りたいと思います。 

 続きまして、福永委員、よろしくお願いいたします。 
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○福永委員 

 黒毛和牛一貫経営を鹿児島県でやっています、有限会社福永畜産の福永と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 生産農家の立場から、補助事業について質問させていただきます。 

 まず畜舎建設費の高騰です。現在いろいろなものが値上がりしていますが、畜舎建設

に関わる経費はここ数年で３割ほど上昇しています。現在では畜産クラスター事業など

を措置していただいていますが、自己負担額が大きくのしかかってきています。現行で

は基準事業費、特認事業費の範囲で補助率２分の１以内となっていますが、実質建設費

は特認事業費を超える事業費になっています。対象事業費の見直しと併せて、何とか補

助率も３分の２以内を検討していただけないでしょうか。 

 また、人手不足や働き方改革などにより工期が延びていると聞きます。畜産クラスタ

ー事業は補正予算が措置されているようですが、現状を考えると当初予算で確保してほ

しいと思います。 

 次に、配合飼料価格安定対策についてです。配合飼料の価格については輸入穀物価格

の上昇に加え、原油価格の上昇や円安傾向を背景に高騰し続けています。そこで、配合

飼料価格安定制度については、予算確保と、高止まりした場合にも畜産農家が安心して

経営継続できるように制度の見直しをお願いします。 

 三つ目は、自給飼料対策についてです。私たち生産農家が自給飼料生産に取り組むに

は、効率的な機械が必ず必要です。通常補助事業では機械の更新は認められていません

が、我々農家は機械を更新しながら機能向上を図っている現状を御理解いただきたいで

す。また、機械については効率的な作業体系を考えますと、機械によっては数セット必

要とするのが実情であります。 

 次に、繁殖雌牛増頭支援についてです。子牛相場の上・下降は需要と供給の関係であ

る程度仕方ないと考えますが、国の政策目標では、平成30年から令和12年にかけて牛肉

生産量が約20％増加を目標に掲げていただいているようなので、引き続き繁殖雌牛の増

頭支援や継続をお願いいたします。 

 次に、農地等の名義についてです。農地の名義が済んでいない土地は、事業なので、

事業を、畜舎建設をするときなどに、その事業を断念するしかありません。何とか有効

に事業が活用できるよう制度設計をお願いいたします。 
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 最後ですが、堆肥化処理施設についてです。規模拡大を進める中で堆肥処理施設の整

備がおろそかになってきています。共同利用施設や所得向上を図って整備となると、な

かなか現状では厳しい状況です。堆肥処理施設が不足する経営体が堆肥舎を整備しやす

い事業を措置してほしいと思います。 

 お願いばかりで申し訳ないですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、リモートで御参加の二村委員、よろしくお願いいたします。 

 

○二村委員 

 こんにちは、日本生協連の二村と申します。所属は日本生協連ということですが、消

費者活動の方を主に担当しておりまして、立場としましては消費者の代表ということで

参加をさせていただくこととなるかと思います。よろしくお願いいたします。 

 私の方からは、まず一つは、今日委員の皆様からもございましたように、様々な資材

等価格、エネルギー等の価格が上昇していて、生産の現場が大変になっているというこ

と、非常によく分かりました。 

 一方で、消費者の方もエネルギー価格、それから諸物価の高騰がありますので、その

中で食費をできるだけ抑えたいと思うのはある意味とても自然なことだと思っておりま

す。 

 そういう意味では、こうした社会の変化の中で農業というものが産業的に強くなって

いくことって非常に必要だと思っています。そういった点で様々取られている政策、こ

れが特に昨今、変化が急ですので、緊急的な対策というのももちろん必要だと思うので

すけれども、やはり中長期的に見て政策がうまく機能しているのかどうかということの

点検が非常に重要だと思っております。それから、特に緊急的に導入した対策について

は、それが長引くことによって構造的な変化を阻害しないように、定期的な見直しとい

うのが必要ではないかと思ったというのが一つです。 

 それから二つ目に、飼料の問題です。これだけ、食料の安全保障と言うかどうか、そ

こはちょっと定義が私もはっきりしておりませんけれども、できるだけ国産の飼料を増
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やしていくというのは、消費者としても心強く思うところですので、是非そのための施

策というのは打っていただきたいと思いますし、それを考えたときに、今日資料を見て

いまして、生産をするというところだけでなくて、生産した飼料が実際に使われるまで

の過程のところで何か課題なり、そういったものがないのかといったところについても、

少し分析なりヒアリングなり、そういったものが必要ではないかと思いました。生産を

する部分と、それから、それを使う方との間のところにあるような課題というのがある

のではないか、把握されていれば教えていただきたいというふうに思います。 

 それから四つ目に、これも皆様のところから御発言ありましたが、私も資料、御説明

を伺って、家畜伝染病のことが余り記載がなかったのがちょっと気になっておりました。

今日現場の皆様から御発言たくさんありましたので、やはり引き続き心配な状況だとい

うことが分かりました。是非きちんと対策を取っていただくとともに、こういったもの

って起きないのが一番いいんですけれども、起きてしまったときにどうするかとか、あ

るいはそれでダメージを受けた地域の経済なり事業者の方に対するサポートというのが

どうなっているのかというところも重要かと思いましたので、その辺り、もし情報があ

ればいただければと思いました。 

 それから最後に、農業や畜産の現状を多くの消費者が知るということが非常に重要だ

と思います。ただ、どうしても畜産の場合、衛生の問題などがあるからだと思うのです

けれども、なかなか消費者が現場を見るとか知るというところが難しい。お米とか野菜

とか、そういったところですと、いろいろな産地を訪れるとか体験をするとか、そうい

ったことも以前から行われていて、コロナも収まってまいりましたので、だんだんまた

再開されていくのではないかと思いますけれども、同じ農業の分野の中でも畜産業って

非常に消費者から遠いなという実感がございます。何か良い形で情報発信していただけ

るようでしたら、是非そちらについても御検討いただければと思っております。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、前田委員、お願いいたします。 

 

○前田委員 
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 九州のおへその熊本で養豚事業と穀物生産、野菜生産をやっております。常時飼養頭

数が２万5,000頭ほどで、あと今年から子実とうもろこしを８ヘクタールほど始めまし

た。 

 先ほど福永委員の方から、すばらしい具体的な御提案がありましたので、多くは重な

っておりますので、そこは割愛したいと思います。 

 私の方は、豚熱の方で毎日冷や冷やとしておりますけれども、皆さん御存じのとおり

です。 

 イノシシが本当に身近まで迫っていて、頭数が増えたという感じです。それと、近隣

の農家さんが柵や電柵の対応に追われている状況です。 

 本日、子実コーンの生産の経験の中でちょっと御相談、御提案したいことがあります。 

 種と技術と、それと畑の排水処理の問題です。たまたま私たちは畑でやったというこ

ともありまして、反に700㎏取れました。一方で、米農家さんが協力して一緒にやって

いただきましたが、特に悪いところというか、難しい圃場を選んだことや、あと種子が

全く違うメーカーから入れたということで、そこは反の250㎏ぐらいなんです。酪農と

か肥育牛の方たちは代々とうもろこし生産のことを御存じです。我々のような養豚、養

鶏生産者はそのような技術があまりありません。多くの方が畑とちょっと遠い距離にあ

ります。しかし、やれる生産者からそれに取り組んでいこうと考えております。座して

死を待つだけでは、これもまたいけないだろうと思っております。 

 それでお尋ねです。品種育成、原原種子、原種子生産、保証種子生産、これは海外で

行われていると聞いています。また、国内流通、試験研究機関、大学及び民間の種苗会

社との連携の中で、５年前と今、違う状況の中でどれだけの状況にあるのか。本当に食

の安全保障の中でそれが、将来が見通せる状況になりつつ変化しているのかどうか、そ

の辺をもう一度私たちは知りたいなと思っています。また、足らないところがあれば、

どうぞ支援をしていただきたいと思います。 

 地域の牛屋さんたちもおっしゃいますけれども、良い種を使いたいと思っても、高か

ったら、やっぱり安価なものを使ってしまって収量を落とすということもあるそうです。

なので、そういう研究機関とか、そういうところに人材と必要な人数、そして必要な予

算を配分していただきたいと思います。 

 そして、日本全体は基礎研究を、今ちょっと脆弱になっていると聞きますけれども、

農業分野でもそのおそれがありますので、やっぱり基礎研究、応用研究をバランスよく
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また連携させてしていただいて、日本の食を守っていただける準備、あるいはもう即座

に取り組んでいただければ有り難いなと思います。そのことを続けていくことで将来、

補助金だけに頼るのではなくて、自立ができるような一つの第一歩に、全部は無理かも

しれませんが、一部になり得るのかなというふうに思っています。 

 そういうことで、これは大きな問題の全ての打開策にはなりませんけれども、これは

中長期的に是非進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいま３名の委員の皆様方から御意見をいただきましたので、農林水産

省より御回答等をよろしくお願いいたします。 

 

○関村企画課長 

 企画課長でございます。 

 福永委員から御質問があった件でございますけれども、まず畜舎の建築費については

かなり高騰している状況は承知しております。それで、畜産クラスター事業で取り組ん

でいただいているところが多い状況ですが、ＴＰＰ対策ということで措置された事業で

ございます。かなり多額の予算を確保させていただいていますが、これは補正予算だか

ら確保できていた部分でございまして、当初の方に持ってきて高率の補助というのはか

なり困難な状況を承知いただきたいと思います。 

 ただし、基準事業費と特認事業費については、これは見直しが必要だということで、

夏に都道府県を通じて令和２年度と３年度に実施した実績を調べて、現在財務省に折衝

中でございます。実態に応じた単価になるよう、できる限り努力してまいりたいと考え

ております。 

 あと、繁殖雌牛の増頭支援につきましても、増頭奨励事業という形で計画的に生産基

盤強化に取り組ませていただいています。こちらについても引き続き必要な予算の確保

に努めてまいりたいと考えています。 

 あと農地等の名義についてでございますけれども、これは財産が関連する話でもある

ので、逆に施設整備をするときに名義変更等をできる限り更新をしていただくような取
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組を行っていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○冨澤飼料課長 

 飼料課長でございます。 

 福永委員から、配合飼料価格安定制度の見直し、農家が安心して継続できるような形

で制度の見直しをというお話がございました。配合飼料価格安定制度、先ほどからの御

説明と重なりますけれども、皆様に事前に積立てをしていただいて、価格が高騰したと

きの影響緩和ということが対策の趣旨ということでございますけれども、一方で今回の

ような価格高騰の中でどういった対策ができるか御意見があるところは重々承知してお

ります。 

 制度の在り方についても、積み立てた、準備できた範囲で対応していくというお話も

ありますし、福永委員からのお話のように、更に補塡をというお話もございます。様々

な御意見がある中でもございますし、また畜種ごとの経営安定対策とどういう結び付き

をしていくのかということも検討すべき課題ということと認識しております。 

 早期に結論を出すというところが難しいところもございます。皆様からいろいろ御意

見を聞きながら、経営安定対策との関係も含めて議論していくということを考えておる

ところでございます。 

 ２点目ですけれども、自給飼料生産に取り組む機械の更新の関係でお話があったのか

なというふうに認識しておりますけれども、機械の更新については単純に同じ量を処理

するためのものというものについては経営の中で取り組んでいただくということになっ

ております。やはり補助事業で実施するに当たっては、非常に心苦しいんですけれども、

例えば要件の中で私どもの飼料生産受託組織の場合では、作業受託量、５％上げると。

そうすると、機械を効率の良いものに更新しなければいけないとか、そういうところに

対して御支援するということでございます。畜産クラスター事業の機械導入についても

ＴＰＰ対策ということで販売額とか必要な要件ございまして、それを満たしていただき

ながら、やはり機械の効率を上げるというような形で工夫して御対応いただくというの

が一つかなというふうに考えております。 

 また、前田委員から、今年、子実とうもろこしを作付されたということで、種子の関

係で御質問ありました。もう既に前田委員お話しいただいたとおり、我が国の種子の生
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産ということで言うと、原原種については国内で農研機構等の研究機関とか、種苗会社

の方で育種改良して、その後、原種生産、これは国内の方で増殖をして、それで海外の

方に持っていくと。どうしても、例えば牧草とか─まあ、とうもろこしもですけれ

ども、やはり乾燥した気候であるとか梅雨時に種が取れないとか、あとほかの品種とい

うんですか、イネ科でしたらイネ科同士とか、とうもろこしでしたらスイートコーンと

かの食用品種と交雑するために十分な距離を確保して、大規模にやらなくちゃいけない

ということなものですから、種については海外に持っていって増殖するということで、

国内で原原種を品種改良しているものがシェアで言うと大体４割で、あと輸入─ま

あ、とうもろこしなんかの場合は、もともと外国から輸入してくるようなもの、これが

日本の国内に適応しているであろうというものを持ってくるものが大体６割弱ぐらいと

いうことでございます。 

 私ども飼料生産の種子ということでいいますと、先ほどありました農研機構さんの方

と、あと社団法人、種のメーカーさんが加入されています草地畜産種子協会というのが

あるんですけれども、そういった中でいろいろ連携しながら、例えば種子の備蓄とか性

能評価とか、そういったものに対しては支援させていただいております。特にとうもろ

こしの方でお話、子実とうもろこしでお話ありましたけれども、今農水省内、技術会議

さんと私ども組みながらということなんですけれども、委託プロジェクト研究というこ

とで子実とうもろこしを国内で生産を定着化させるためのプロジェクトが今始まってお

ります。基本的に今国内で流通していますとうもろこしの種子というのについては、青

刈りとうもろこし用の種子、もともとがそういった生産でしたので、その中で子実とう

もろこし生産に向いているもの、我が国で適応しているものをまず選び出そうというプ

ロジェクトが一つあります。また、今後ということで、今予算要求を始めているところ

ですけれども、国内で湿害に強いとか、国内での子実とうもろこしの育種改良について

のプロジェクトのためのものもこれから始めていこうということで、スピード感を持っ

てということになると思いますが、技術会議、担当開発部局とも、今回の御発言をお伝

えして取り組んでいきたいと思います。 

 

○犬飼畜産振興課長 

 畜産振興課長です。 

 福永委員から堆肥化処理施設について御意見がございました。 
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 先ほども御説明したとおり、廃掃法の産業廃棄物になりますので、その処理は排出者

責任ということになりますので、おろそかにしてきたというのであれば、それは自らき

ちんとやっていただくということに原則なります。 

 そういった一方で、例えば堆肥センターのような共同で処理をするところについては、

当課の事業、増頭というなかなか堆肥センターとしては満たしにくい要件がありました

ので、それは今回外すということで、少し使い勝手をよくしたりしております。 

 このほか、農畜産業振興機構の事業で堆肥舎の古くなって少し傷んだものを補修する

ような資材を供給するという事業もしていまして、その中で家畜改良センターで少しそ

ういう技術実証をしたのですが、足場材とかコンパネを組み合わせて、少頭数の繁殖農

家が使うような堆肥舎であれば、応急的なものを造る資材供給のような事業もやってい

ますので、具体的にどういうことに困っているのかということを県なり農政局の方に教

えていただければ、こちらでも使えそうな補助事業をお知らせしたいというふうに思い

ます。 

 

○石川動物衛生課長 

 動物衛生課長でございます。 

 福永委員からございました疾病の発生に係る発生農家に対するサポートでございます。

これは、まず家畜伝染病予防法に基づきまして殺処分した家畜の所有者に対しましては、

原則として家畜の評価額の全額が手当金として交付されます。 

 また、経営再開に要する資金でございますけれども、家畜疾病経営維持資金ですとか、

農林漁業セーフティネット資金といった融資制度がございます。そのほか、これは任意

の加入になりますけれども、家畜防疫互助基金支援事業という事業がございまして、こ

の事業に加入されている方に対しましては、経営を再開する際に家畜の導入を完了する

までに要する固定経費相当分を支援するような仕組みがございます。 

 以上でございます。 

 

○冨澤飼料課長 

 すみません、私ちょっと発言が漏れていまして、すみません。 

 二村委員から飼料の流通についてと、国内流通の課題ということでお話がありました。

要因ということなんですが、実際飼料については今までというか、この円安なりウクラ
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イナの情勢が続く前までは、基本的には輸入したものがかなり安く入ってきておりまし

た。粗飼料関係で、やはり自分で自給して生産すると労働時間というんですか、働いた

分だけその分利益が上がるということで、主に自給飼料の生産を皆さん取り組んでいた

だくように支援してきたというところでございます。 

 ただ、今回、餌価格も上がってきている中で実際、耕畜連携ということでお話ありま

したとおり、耕種農家さんに作っていただく等の取組で畜産農家さんに供給するような

形でも、ある程度収益というか、流通ができそうなところもありますので、今回そうい

ったものをしっかり支援していきたいというふうに考えているところです。 

 

○石川動物衛生課長 

 動物衛生課長でございます。 

 先ほど福永委員からの御発言と、私誤って説明してしまいました。二村委員からの御

発言に対する御回答でした。失礼しました。 

 

○三輪部会長 

 御回答ありがとうございました。 

 それでは、最後のグループとなります。 

 それでは、正好委員、よろしくお願いいたします。 

 

○正好委員 

 配合飼料業界に対する農林水産省各位の皆様の日頃の御支援、御指導に、まず感謝を

申し上げます。協同組合日本飼料工業会は、いわゆる商系の飼料メーカー44社で構成さ

れる事業協同組合で、昭和32年に設立され、今年で66年目となります。私、正好は、昨

年の６月より飼料工業会会長を務めさせていただいております。 

 飼料工業会の配合飼料生産量を合計すると、日本の配合飼料生産の約７割のシェアと

なっています。生産者の皆様が高い品質の畜産物を生産できるように、我々は良質な配

合飼料を安定的に提供させていただきまして、日本の畜産業を力強く支えていく責任が

あると思っております。 

 本日、最近の畜産飼料業界をめぐる課題ということで、３点お願いしたいと思ってお

ります。 
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 まず１点目、飼料高騰対策といった部分です。もう皆様おっしゃられているとおりの

原因で、この配合飼料価格並びに資材関連、エネルギーとか資材関連を始め、様々なも

のが非常に上がっている状況でございます。これらは全て外的要因であって、国内の要

因ではないということを付け加えさせていただきますが、これらの生産者の販売価格ま

で製造コストが適切に反映されるようにならないと、畜産物の再生産、ひいては、日本

の食料安全保障が不可能になる。今までずっと議論させていただいています「みどりの

食料システム戦略」、これは大変すばらしい戦略だと思っています。ただ、これ１回輪

が切れると、もう再生産が本当にできない、もう皆様おっしゃられているとおりだと思

います。非常に危機感がある中やっているということをまず共通認識とさせていただき

たいと思います。 

 その上で、この価格転嫁に関して、政府による継続的で強力な対策が必要と考えます

が、いかがでしょうか。 

 ここで欧米の畜産物価格と日本の畜産物価格の差を考えていただきたいんです。欧米

の価格で円安傾向ということもあるかもしれませんが、大体僕のイメージでは日本の倍

ぐらいです。アニマルウェルフェアうんぬんというところあるかもしれませんが、それ

でもそれを凌駕するぐらいの高い価格で取引されている。何でなんだろう。だから、是

非農産物価格の適正な価格転嫁に関して、欧米ではどのような政策、対策が取られてい

るのか、次回是非御教授いただきたいというふうに考えております。 

 価格対策といったところが、まず１点目でございます。 

 飼料高騰対策の中で、今度補塡の方に関してお話しさせていただきたいと思います。 

 昨今の原料価格の高騰というものに関しましては、完全に飼料メーカーの経営努力の

範疇を超えております。この対策として昨年来、飼料価格安定制度の通常補塡と異常補

塡が連続して発動されました。異常補塡基金の財源といたしまして、国から計665億円

ですね。230足す435ということで追加造成されております。現行制度の下でしたら、同

額の造成を飼料メーカーが行うこととなりますが、一度に665億円もの金額を積むとい

うことは不可能で、銀行等から借入れをいたしまして、これから10年にわたって返済し

ていかなければなりません。もはや、これは民間企業の負担の限界を超えておりまして、

企業経営の死活問題となっております。 

 先頃、今年度第２四半期の補塡単価が１万6,800円・パー・トンと決定されました。

これによって異常補塡基金の財源はほぼ枯渇いたします。先ほど申し上げました435億
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円で、民間も合積みして借金させていただく435億円。これを合わせましても、ほぼ枯

渇いたします。もう数十億円しか残りません。第３・第４四半期も異常補塡が見込まれ

る中、どのように対応されるのでしょうか。もはや飼料メーカーに積立てする力はあり

ませんので、現行制度とは別建てで、全額国費による直接的な生産者への思料をお願い

するものであります。 

 それに付随いたしまして、基金制度に関してでございます。 

 半世紀前に─まあ、50年前ですね─に始まりました現行の配合飼料価格安定制

度は、制度的な欠陥が明らかになっており、昨年のこの場で、またそれ以降も再三再四

見直しの検討をお願いしてまいりましたが、いまだ実現されておりません。 

 民間企業に対しまして青天井での積立て負担を求める現行制度は、飼料メーカーの経

営の最大の不安定化要因であり、畜産経営の安定を図るとの目的に即して、持続可能な

制度となるような抜本的な改革を行っていただきたいと強く願うところでございます。 

 具体的には、令和６年度をめどに、他の価格差補塡制度と同じく、国と生産者が毎年

度決められた単価に従って財源を積み立てる方式に移行することとし、このための検討

の場を直ちに立ち上げてくださいますようお願いいたします。 

 続きまして、国産飼料米の安定供給に関してでございます。国産の飼料原料として重

要な位置を占めております飼料用米の安定供給についてです。 

 主食用米の需給変化を受けて、昨年の飼料用米の生産は過去最高の66万トンを記録い

たしました。今年も作付面積は２割以上増えており、史上最高を記録するものと思われ

ます。 

 とはいえ、畜産局飼料課の調査によりますと、畜産サイドの需要は130万トンもあり、

まだまだ受け入れることは可能です。言うまでもなく、飼料用米の生産は新たな投資を

必要とせず、貴重な食料生産基盤である水田を活用でき、また課題である飼料自給率の

向上にも寄与するものでございます。引き続き、国には一貫性を持った助成措置の継続

を強くお願いしたいと思いますが、飼養サイドの畜産局としては飼料用米の今後の生産

振興と安定供給についてどのようにお考えか、お聞かせ願えませんでしょうか。 

 最後に、アニマルウェルフェアに関してです。 

 アニマルウェルフェアに配慮した家畜の飼料管理が求められる中、農林水産省におい

て新たな指針を策定することとし、有識者による意見交換会を開催した上でパブリック

コメントを実施したと承知しております。家畜の飼養に当たってアニマルウェルフェア
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に配慮することは当然ですが、良質な畜産物を国民に安定的に供給するという視点も重

要であり、生産現場の実態とかけ離れた過剰な規制により、生産が縮小したりすること

のないよう、バランスの取れたものとなることを期待申し上げるとともに、お願い申し

上げます。 

 正好の方からは、以上でございます。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、松田委員、お願いいたします。 

 

○松田委員 

 日本乳業協会の松田でございます。乳業者の立場から、酪農乳業界にとっての喫緊の

課題である当面の需給問題への対応と、令和５年度に必要と考えられる酪農乳業対策に

ついて意見を述べさせていただきたいと思います。 

 なお、各委員の御質問、御意見と重複しているものもありますが、御容赦いただきた

いと思います。 

 まず１点目は、11月からの飲用等向け乳価の引上げに伴う製品価格の改定と、その結

果生じると考えられる需要減少等への対応策についてであります。 

 乳業者としては、酪農家が経営を継続することにより消費者の皆様に国産の牛乳・乳

製品を安定的に供給できるよう、生産者からの要請を踏まえ、飲用等向け乳価について

11月から㎏当たり10円引き上げることといたしました。また、乳業者としても原材料コ

ストの大半を占める乳価の引上げを受け入れたばかりではなく、他の食品メーカーと同

様に包材費、エネルギーコスト、物流費なども高騰いたしております。 

 今回の急激なコスト上昇は企業努力によるコスト削減努力だけでは吸収し切れないこ

とから、遅ればせながら、他の食品と同様に、消費者の皆様に御負担をいただくことと

したところでございます。 

 需給が大幅に緩和している中での非常に難しい判断ではありましたが、乳価を引き上

げるとともに、現在、各乳業者において製品価格の改定に取り組んでいるところであり

ます。ただし、需給が大幅に緩和している中での製品価格の引上げでありますので、更

なる需要減への緊急な対応が必要になることに加え、結果的に生じる可能性がある様々
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な課題への対応策も検討が必要であると考えております。 

 その第一に、乳業者として最も心配しているのは、飲用等向け乳価の引上げに伴い需

給がより一層緩和し、乳製品向け乳量が増加することが想定されることから、この年末

年始や年度末などには、これまで以上に高い確率で処理不可能乳の発生が懸念されるこ

とであります。 

 乳業者としては処理不可能乳発生の防止にこれまでにも増して最大限の努力をする所

存でありますが、不幸な事態が発生しないことを祈りつつも、あらかじめ関係者間で情

報の共有や対処方針を詰めておく必要があると思われます。 

 行政関係者の皆様にも、当事者の感覚をお持ちいただき、一層の御指導、御協力をい

ただくようにお願いを申し上げます。 

 第２に、乳価交渉に際し、多くの乳業者が生産者の皆様に申し上げたことであります

が、需給が大幅に緩和している中で更に需要が減少すると考えられるため、生産者団体

において既に取組を始めている増産抑制だけでは不十分であり、相応の生産抑制が必要

になるということであります。これを生産者団体の自主的な努力だけに任せていては実

現が困難であると考えられます。 

 よって、生産抑制に取り組む生産者の負担が大きくなり過ぎないように、そしてまた

生産基盤を大きく毀損させないためにも、行政による生産者間の公平性にも配慮した強

力な御指導と効果的な御支援が必要であると考えております。 

 第３に、飲用等向け乳価の引上げによる影響として、生乳の流通が混乱することが懸

念されます。生産抑制に取り組んでいる生産者の皆様からは、生産抑制に協力していた

だけない生産者が北海道から都府県の飲用向けに生乳を移送する動きを活発化させるの

ではないかと懸念する声が高まっております。 

 こうした動きは、主要な生産者と乳業者には手の施しようがありませんので、需給調

整の実効性を高めるためにも、行政による適切な御指導と生産者間の公平性の確保が図

れるような制度運用の改善を図っていただければ幸いであります。 

 当面の需給への対応については、以上であります。 

 ２点目は、令和５年度に必要と考えられる対応策であります。業界による自主的な過

剰在庫処理対策として脱脂粉乳等の飼料への転用、輸入調製品との置き換え、海外への

輸出を支援しているところであります。このうち、脱脂粉乳の飼料への転用については、

行政による支援を受けて過剰在庫の処理がなされているところであり、感謝申し上げる
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次第であります。 

 こうした中、国際情勢の急激な変化によって乳製品の国際価格の高騰に加え、円安の

効果もあり、かつてなく乳製品の内外価格差が縮小し、かつ長い期間続いております。

このため、業界の自主財源による支援措置により、これまでほとんど実績のなかった輸

出等による在庫処理が進み、当初の想定を超えて在庫が縮小する可能性も見えてきたと

ころであります。 

 しかしながら、このような想定外の異例の状況が長期的に継続することは考えにくい

ことに加え、需給そのものについては価格改定により更に緩和することが想定されます。

このため、来年度においても本年度のような脱脂粉乳の過剰在庫処理を続ける必要があ

ると考えられますので、支援措置を継続していただきたくお願いを申し上げます。 

 あわせて、乳業者が必要量を超える大幅な過剰在庫を抱えることについては、関係者

への説明に困難となっていることから、一定の過剰在庫については市場からの隔離につ

いても検討をお願い申し上げます。 

 一方、2020年以降、官民で過剰在庫対策を講じてきたにもかかわらず、特に脱脂粉乳

の在庫は積み上がり続けてきたことからも分かるとおり、これまでに十分な措置が講じ

られていないのは、需給均衡対策であると考えられます。需給が均衡しない限り在庫は

積み上がり続けるため、過剰在庫処理対策を停止することはできません。このため、需

要を拡大するか、生産を抑制することにより、根本的に需給を均衡させる必要があると

考えます。そのために乳業者としては新商品の開発等を通じて需要拡大に努めてまいる

所存であります。その上で、昨年度も申し上げましたことでありますが、生産基盤を毀

損しないためにも、チーズ等の輸入品との置き換えなど、行政による一過性でない需要

確保対策も御検討いただきたいと考えております。 

 ただし、それだけでは需給均衡は図れないと考えられますので、併せて更なる生産抑

制も必要であると考えております。生産抑制については生産者による自主的な努力だけ

ではなかなか実効性が伴わないため、生産抑制に対する強力な指導と支援対策を併せて

御検討いただきたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上であります。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 
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 それでは、最後に私の方からも御意見を申し上げたいと思います。改めまして、日本

総研の三輪でございます。 

 私自身は食料・農業・農村政策審議会の中では畜産部会以外に基本法検証部会、企画

部会、甘味資源部会、あとは農業農村振興整備部会の方の部会長や委員を務めさせてい

ただいております。あとほかには農林水産省の、先ほどから皆さん、御言及いただいて

おります食料安全保障につきましてアドバイザリーボードがございまして、そちらの委

員でございましたり、技術面でございますと農研機構のアドバイザリーボードの座長を

務めさせていただいております。 

 その中で今日は食料安全保障のところに限って簡単にコメントさせていただきますと、

皆様方からも御意見いただいておりますように、国産飼料の利用の促進、供給の拡大と

いうのが喫緊の課題かと思っております。 

 以前であれば、安い飼料が海外から安定的に入ってくるというのが常識というか、前

提条件だったんですが、そこが大きく崩れていると。今の急速な円安を除いても、長期

的なトレンドを見ても、やはり飼料価格が厳しい、若しくは買い負けていく、品質の良

い飼料が入らないというリスクも含めてありますので、一定度合い国産の飼料を増産し

ていくということが、もう避けては通れない部分だと思います。 

 その中でいきますと、国産飼料と今輸入飼料の価格差が縮まっている段階ですが、そ

の今の状況だけを捉えるのではなくて、今後を含めて考えると、国産飼料の付加価値で

あったり、もたらす効果というのはやはりもっと見える化していくということが大事な

のかなと思っております。 

 当然、全てを国産飼料に頼るというのは難しいわけですので、国産飼料を農業者の

方々が使いたくなるような、若しくはそれを買う消費者の方々が評価をしてもらえるよ

うな仕組みまで含めてやる必要があるのかなと思っております。 

 今日御参加の方々でも、ふだんから国産飼料を使われたり、エコフィードを使われた

りされておられる方、以前からいろいろと私の方も勉強させていただいておるところで

ございますが、それを使っていることをどう表現することができるのかとか、国産飼料

を用いた商品が何か国の仕組みに従って表示することができるのかとか、消費者がそれ

に対して評価することができるのかとか、そこまで含めて考えないと、よく言われてし

まいますが、採算性が低い飼料を国費を投じて作っているという、偏った見方で報道さ

れてしまって、消費者の方々、若しくは国民全体から誤解が生じるようなところもある
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のかなというふうに思っております。 

 国産飼料を使うことによって、味がどういうふうによくなるのかとか、若しくは環境

負荷ですね、温室効果ガス排出量であったり、最近だとバーチャルウォーターであった

りというところが国産であることによってどんなメリットが出てくるのかとか、若しく

はその地域の連携、耕畜連携含めて地域の連携の中でどのような経済波及効果が地域に

もたらされるのか。そういうところを全て見える化することによって、初めて消費者の

方々が本気で応援してくれるような状況も出てくるのかなというふうに思っております。

是非、すぐ対応できるようなものではないということは重々理解しておりますが、サプ

ライチェーン全体での取組ということが必要なのかなということで御意見申し上げまし

た。 

 私の方からは以上となります。 

 それでは、農林水産省から各御意見について御回答等をよろしくお願いいたします。 

 

○冨澤飼料課長 

 飼料課長でございます。 

 正好委員から今回の配合飼料価格高騰の中の配合飼料価格安定制度への対応というこ

とでお話しいただきました。第２四半期については１万6,800円/ﾄﾝの単価でお支払いす

るということでございます。第３四半期におきましては、現状、配合飼料メーカーさん、

あとくみあい飼料さん、あと畜産専門農協さん、皆さん御協力いただきまして、異常補

塡、665億円の国費を積み立てましたけれども、その反対側の665億円分については先ほ

ど正好委員からお話ありましたとおり、10年を掛けてその分を負担していただくという

ことです。御協力に感謝するところでございます。 

 このような状況でございますので、第３四半期におきましては、先ほど来御説明して

おりますけれども、予備費の中で飼料の生産コスト削減や飼料自給率向上に取り組む生

産者に対して、トン当たり6,750円を全額国費でお支払いするという緊急対策を措置さ

せていただいたところでございます。これによりまして、実質的な飼料コストの負担を

軽減できるということで、これは配合飼料価格安定制度に参加して取り組んでいる方に

対しての御支援ということになりますので、実質的なそういった対策になるというふう

に考えているところでございます。 

 この制度自体、いろいろ飼料工業会さんや系統、くみあい飼料さん、畜産専門農協系
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の飼料メーカーさん、いろいろ御苦労を掛けているところでございますけれども、将来

積立ての負担における苦しい状況についてはたくさんお話を聞かせていただいておりま

すが、その生産者の経営継続のために、引き続きどういった対応ができるのか、またい

ろいろ御相談させていただきたいというふうに考えておるところでございます。 

 それでもう一つ、現状のいわゆる青天井で積立金の負担を求める現行制度についての

見直しということでお話をいただいております。配合飼料価格安定制度については、皆

さん先ほど来お話ししている積立てによりまして、急激な上昇の影響を緩和するという

ことでございます。今回の飼料高騰を受けまして、1,500億円ぐらい当初積み立ててお

りましたけれども、それを使った上で今回更に665億円、国、あと飼料メーカーさん等

での負担をお願いしているというところでございますけれども、補塡についてのいろい

ろなお考え方ということでいいますと、補塡を受け取る生産者や地方公共団体等から、

高止まり時にも補塡が出るようにということで見直しを求める声がある一方で、今正好

委員からありましたとおり、飼料メーカーさんとか、あと生産者の一部の方からも、い

わゆる後年度負担する分について、メーカーさんも負担が大変だということもあります

し、実質的にそれは餌の販売の中から捻出されるという部分もあるということで、いわ

ゆる財源の範囲で補塡を行うことを検討すべきというお話もございます。 

 先ほどの負担の在り方についてもいろいろな御意見があるところでございまして、そ

ういった状況を踏まえまして、先ほどお話ししました畜種ごとの経営安定対策との関係

も含めて検討するということもありますので、早期に結論を出すというところはなかな

か難しいんですが、お話ありましたとおり、飼料の関係、３基金から、関係者からも、

まずいろいろお話を聞く等、検討に向けて着手してまいりたいというふうに考えておる

ところでございます。 

 あと３点目、飼料用米についての畜産サイドの考え方ということでございました。 

 私ども水田の関係でいいますと、主食用米の需給の安定ということで取り組まれてい

る対策でございます。飼料用米のほかにも稲ＷＣＳとか、あと飼料用で言うと青刈りと

うもろこしとか、こういったものについて、それぞれ取組に対して御支援されていると

いうところでございます。私どももそういった粗飼料面も含めて稲作農家さんと畜産農

家さん─まあ、畜産企業もですけれども、マッチングを今やらせていただいており

まして、安定的な供給が図られるように御支援をしていくというところかと思います。 

 引き続きこういった取組を続けながら畜産と耕種農家さんの連携を支援していきたい
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というふうに考えております。 

 

○犬飼畜産振興課長 

 畜産振興課長でございます。 

 正好委員からアニマルウェルフェアに関して御意見をいただきました。アニマルウェ

ルフェアにつきましては、畜産物の輸出拡大を図っていくということがございますので、

国際基準であるＯＩＥコードに沿った新しい飼養管理の指針を国として示すということ

で、５月の末から１か月ほどパブコメも実施したところでございます。 

 非常にたくさんの幅広い御意見が出まして、現在それを一つ一つ丁寧にどのように反

映するのかということで整理をしているところでございまして、最終的なものを出すの

にはもう少しお時間が掛かるのかなと思っているところでございます。 

 ＯＩＥコード、非常に細かくいろいろなことが書き込まれておりまして、現場の実態

とかけ離れている、特に日本の飼い方と少し離れているようなところもあります。例え

ば、ＯＩＥコードでは酪農で断尾はしてはいけないとされていますが、ある地域では断

尾が残っているとか、そういうことで時間を掛けて努力をしてやってもらわなければな

らない細かいこともあると思っていますし、施設整備を伴うようなことについては、す

ぐにやれということにはなっていなくて、将来的な検討課題のような整理になっており

まして、そこは消費者が最終的に買う畜産物のコスト、ここにも響いてくることなので、

ここはきちんと消費者の方々にも理解をしていただいた上で、どうやっていくのかとい

うことを今後考えていかなければいけないと思っているところでございます。 

 

○大熊牛乳乳製品課長 

 牛乳乳製品課長でございます。 

 松田委員からのお話ございました。 

 まず、11月からの価格改定に伴って処理不可能乳発生の懸念についてというお話がご

ざいました。今年は飲用牛乳などの需要が低調で推移する中で、牛乳等の値上げの影響

によって昨年以上に処理不可能乳の発生を懸念する声が上がっているということは承知

しております。処理不可能乳の防止につきましては、特に需要が大幅に緩和する年末年

始に向けて業界独自の生産抑制対策ですとか、乳製品工場の稼働日の調整、あるいは消

費拡大のキャンペーンの企画など、業界一丸となって取り組んでいるというふうに承知
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しております。国としても当然当事者感覚を持って、業界の取組が適切に実施されるよ

う関係業界と緊密に連携するとともに、業界の垣根を越えた消費拡大の連携の取組を促

す「牛乳でスマイルプロジェクト」を立ち上げて、先ほどもお話しさせていただきまし

たけれども、数十の企業・団体に直接赴いて趣旨を説明するなどした結果、190を超え

る企業・団体等にメンバーになっていただいているところでございます。 

 こうした取組などによりまして支援を行っているところであり、乳業者におかれまし

ても、是非このプロジェクトに積極的に参画いただければ有り難いというふうに思って

おります。 

 それから、生産の抑制について、行政による生産者間の公平性にも配慮した強力な指

導をという話がございました。 

 現在、コストが上昇して酪農経営を圧迫しているという状況を踏まえると、生産基盤

の毀損を回避するためには、コスト上昇分を適切に価格転嫁して酪農経営の改善を図る

必要があるというふうに考えています。 

 生乳需給が緩和基調で推移している状況下ではコスト上昇分を適切に価格に転嫁する

ことが困難であることから、まずは需給ギャップの解消を図って、乳価引上げに向けた

環境を整える必要があるというふうに考えているところでございます。 

 このため、国としては需給ギャップ解消に向けて生産者団体で実施している生産抑制

などの取組を踏まえて、どのような対応が必要かつ可能かということを検討していると

ころでございます。 

 また、乳業界に対しましては生乳増産を強く主張されたという経緯も踏まえれば、何

らかの支援を要請することもあり得るというふうに考えているところでございます。 

 なお、生産者団体が行う生産抑制の取組について、半ば強請するような形で国が公平

性を担保するということはできませんけれども、いずれにしても必要な対応については

検討してまいりたいというふうに考えております。 

 それから、生乳流通についてです。需給調整の実効性を高めるためにも、行政による

適切な指導、あるいは生産者間の公平の確保が図れるような制度運用の改善をというお

話がございました。 

 需給状況が緩和する中で系統・系統外問わず、それぞれの事業者がそれぞれの経営判

断の中で取り得る需給調整に取り組まれており、生産抑制もその一つであるというふう

に認識しています。 
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 現在、指定団体を中心として積極的に生産抑制に取り組んでいる一方で、系統外事業

者においては生産抑制に取り組まれていないということについて御指摘なさっていると

受け止めておりますけれども、事業者ごとにそれぞれの経営判断があるというふうに考

えています。 

 こうしたことを踏まえれば、国が全事業者に対して生産抑制などの画一的な需給調整

の取組を指導することはできないというふうに考えています。需要に応じた生産に対応

していくことがあらゆる産業の基本であると考えておりますので、生乳の出荷先が指定

団体であるか否かにかかわらず、酪農家自身が変化する需給状況等を理解して需給緩和

に適切に対応できるように、農林水産省としても需給状況等の情報発信を丁寧に行って

まいりたいというふうに考えております。 

 なお、現時点では需給状況が改善されないような状況を受けて、何か悪質な契約違反

行為ですとか、畜安法に抵触するような行為が発生しているということはないというふ

うに認識しているところでございます。 

 それから、令和５年度に必要と考えられる対応策ということで、在庫対策の継続につ

いてのお話がございました。これも先ほど申し上げましたけれども、今年度から生処官

生処官生処官で在庫対策をやっております。この支援につきましては、生産者団体と乳

業メーカーによる新たな取組が円滑に進むように、スタートアップ時に限って措置した

というものであって、これに対して更に国が資金を積み立てるということは考えており

ません。また、今年度の支援の目的もコロナによる需要の減少を理由として、コロナ前

の水準に戻すということで措置したものでございますが、政府としてウィズコロナの方

向にかじを切っているという中でコロナを理由に措置した対策に再度予算措置するとい

うことは困難であるというふうに考えております。 

 ただ、現在、生産者団体において飲用乳価引上げによる需要減少に伴い発生する脱脂

粉乳等につきまして、自らが長期保管、市場隔離するという取組を検討していると承知

しており、国としてもこれに対して何らかの支援を行うことを検討しているというとこ

ろでございます。 

 最後ですけれども、需給均衡対策ということで、チーズ等の輸入品との置き換えとか、

行政による一過性でない需給確保対策といったことですとか、生産抑制に対する強力な

指導、支援対策をというお話がございました。生乳の需要を確保して、脱脂粉乳在庫の

積み増しを避けるためにも国産チーズ市場を拡大していくことは非常に重要であるとい
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うふうに認識しております。政府としては、これまで国産チーズの競争力の強化を図る

ため、ＴＰＰ大綱に基づきまして、原料乳の低コスト化・低品質化の取組の強化を図る

ために、乳質向上等に資する取組を行う生産者の支援などを平成29年度補正から継続的

に実施しているところでございます。 

 また、先ほども御説明いたしましたけれども、生産抑制の取組につきましては、現在

業界で実施している生産抑制等の取組を踏まえて国としてもどのような対応が可能かと

いうことを検討しているところでございます。 

 私からは以上でございます。 

 

○谷口畜産危機管理官 

 畜水産安全管理課からです。 

 消費者の理解、応援を得られるような国産飼料ということで、牛のげっぷの中にメタ

ンが含まれているんですけれども、これを削減するような飼料添加物、これの評価基準

を策定するということで、本年１月に農業資材審議会の飼料分科会において温室効果ガ

ス、ＧＨＧ削減を目的とした、飼料に添加する資材を飼料添加物として整理することが

了承されまして、９月には牛のげっぷ中のメタンの削減効果のある飼料添加物について

評価を行うための基準、これを定めたところでございます。 

 これにより、今後ＧＨＧ削減を効果とする飼料添加物の指定を希望する事業者からの

申請がございましたら、早速評価を開始し、指定をしていくということで進めていると

ころでございます。消費者の理解や応援が得られるような、そういった飼料の開発を推

進していくということで努めてまいりたいと思っております。 

 

○三輪部会長 

 ほかよろしいでしょうか。 

 お願いいたします。 

 

○渡邉畜産局長 

 どうも忌憚のない意見交換を本当にありがとうございました。全体を通してのコメン

トを申し上げますと、我が国の畜産業は今まで経験したことのない大きな局面の変化を

経験しているということなんだろうと思います。基本法の検証、あるいは食料安全保障
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に向けた施策の在り方というのを今検証作業なりやっていますけれども、前回基本法が

できてから20年ちょっとです。その間、当時はかなり国力もあって、海外から飼料だと

かいろいろな原料なり、エネルギーにしても安定的に入ってくるという前提があったと。

そういう中で畜産業もそういう中でビジネスモデルを作ってきたわけでございますけれ

ども、ここに来てみると、例えば中国がものすごく台頭して、中国に買い負けをしてし

まうような状況にあるという中で、例えば穀物も上がっていると。さらには、アメリカ

とかＥＵの状況、アメリカなんて経済はかなり好調で、インフレで賃金も上がっている

中で、日本は賃金が上がらないというような中で金利の環境も大分変わったことで円安

がずっと続いていると。これがこのまま、そんな状況変わるのかというと、何か変わり

そうな雰囲気もないかなと。あとウクライナへのロシアの侵攻もまた影響をしていると

いうことで、食料安全保障ですとか基本法の在り方とかという議論が今あるわけですけ

れども、畜産について言えば、国内で生産される飼料に立脚した形の畜産になることが

まず非常に急務だということで、もちろん国内の農地に─まあ、耕作放棄地なんて

いうのも出てきますから、国内の農地に作付をされる穀物なり、あるいは粗飼料でもい

いですし、また食品産業などから出てくるエコフィードなんていうのも国産の飼料とい

うことなんだろうと思いますが、そういう方向に大きくかじを切ることが求められてい

るというのが今の状況なんだろうと思いますので、これを緊急にやるような話ではなく

て、若干中長期的に実現していく課題だということだろうと思いますが、今回の補正か

ら措置していますけれども、そこはしっかりそういった転換を支援していく必要がある

という認識でおります。 

 酪農については、バター不足というのを経験した後、増産してきたところでコロナと

いうのがあったということで、生乳の需給が緩和したということで、そこもパンチが利

いているということですけれども、そういった中で緊急対策、例えば９月の予備費なん

かで緊急対策、配合飼料についても粗飼料関係でもやりましたけれども、緊急に必要な

部分は繰り出しつつ、中長期的な国内飼料への、自給飼料にかじを切るというようなこ

とと並行的にやっていくということなんだろうと思います。 

 もちろん、生産コストが上がった分は製品の価格に反映するというのが経済の基本だ

ろうと思います。そこは消費者がどれだけお金を出してくれるのかと。まあ、賃金とも

関係するのかもしれませんが、それが利いてくると。生産コストがどうしても上がって

くる、国産飼料に転換するにしても、例えば飼料代がこれまでより上がる。一方、消費
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者はそれほど価格を出してくれないというような環境であれば、そこを国が財政負担で

ずっと埋めるというのは、これは無理ですので、そういった生産コストの環境と消費者

がどれだけ払ってくれるかということの兼ね合いで産業として持続的に発展できるよう

な形に産業が変わっていくことが必要だということで、そこはしっかりまた支援をする

ということで、緊急対策、中長期対策、我が国の畜産業が望ましい姿になって持続的に

発展できるような施策を考えて対応していくということが大事なんだろうと思っており

ます。 

 そういう中で基本法の検証の作業もございますので、そういった中でこういった議論

もして対応していきたいというふうに考えております。 

 今日はありがとうございました。 

 

○三輪部会長 

 局長ありがとうございました。 

 それでは、事務局より事務連絡等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 

○眞壁畜産総合推進室専門官 

 事務局からです。 

 委員の皆様におかれましては、お忙しいところ、長時間にわたっての御議論、誠にあ

りがとうございました。 

 次回は、畜産物価格等の御審議のために第２回畜産部会として開催することを予定し

ております。日程等につきましては、改めて担当から御連絡させていただきたいと思い

ますので、またよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

 

○三輪部会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして令和４年度第１回食料・農業・農村政策審議会畜産部会

を閉会いたします。本日は皆様、どうもありがとうございました。 

午後５時３０分 閉会 


